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の生活の痕跡が残されてお り、文科系 4学部 。記念講堂や教養部の置か
れている川内地区は、仙台城二の丸及び武家屋敷跡地に相当している。
本学では、こうした貴重な埋蔵文化財の調査を行 う目的で、昭和 58


















仙台城二の九跡第 6次調査地点 (NM6)          1985年 9月 9日 ～11月 27日
三神峯地区原子核理学研究施設地点 (TMl)        1985年 6月 4日 ～7月 8日
芦の口遺跡 (TK) 1976年 6月 8日 ～ 6月 18日
3.調査・整理作業は、東北大学埋蔵文化財調査委員会の委幅を受け、埋蔵文化財調査室が行つ
た。
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平安時代 :竪穴住居跡・竪穴遺構 (土器焼成窯 ?)・ ビット
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東北大学には、川内 。青葉山・片平 。星陵 。雨宮の各地区のキャンパスと、ほかに三神峯地
区の原子核理学研究施設など数ヵ所の付属施設があり、その敷地は広大である。これ らの各地
区の構内には、貴重な埋蔵文化財が多く、 とくに、文系 4学部・教養部・記念講堂のおかれて







葉山地区では10教万年前 と2万年前の旧石器群 (青葉山遺跡 B地点)が 、三神峯地区 (原子核
理学研究施設地点)では縄文時代・平安時代の遺物や遺構が発見されている。このうち青葉山






2.発 掘調 査 の概 要
昭和60年度 (1985年度)に行われた発掘調査は、本調査 1件 、試掘調査 3件、立会い調査 2
件である (表 1)。 これ らの うち、三神峯地区 (縄文～平安時代)で行われた試掘調査 1件以外
はすべて川内地区 (仙 台城二の丸跡・武家屋敷跡)の調査である。
表 1 昭和60年度調査概要表
Tab. l Excawations on the campus in the fiscal year 1985
調杏のfI類 原 関 調 査 期 間 雨   縮 時  HH





仙 台 城 二 の 九 跡 第 5地点 (NM5)
川 内 地 区 教 養 部 第 4地点 (BK4)
二 神 峯 地 区 原 子 核 理 学 研 究 施 設 地 点
図 書 館 本 館 増 築
保 健 管 理 セ ン ター 新 設 予 定
























川 内 地 区 教 養 部 第 2地点 (BK2)
川 内 地 区 教 養 部 第 3地点 (BK3)
Miyagi Pref
仙 台 城 址
青棄山遺跡 A地点
″  B地 点
″  C地 点
ク  D地 点
ク  E地 点
″  F地 点




富 沢 遺 跡
上 野 追 跡
原子核理学研究施設地点
Ruin of Sendai Castle
Aobayama Site Loc A











Lab Of Nuclear Science
とrそ気
図 1 東北大学 と周辺の遺跡  !    :   1｀ ♀
00   1   1智 Om
Fig. l ArchaeO10gical sites and Tohoku Un� ersity
(1)川内地区の調査
仙台城二の丸跡第 5次調査地点 (NM5)は 、付属中央図書館本館の書庫増築にともな う試
掘調査である。この調査によって、二の丸中奥の北側を画す堀 とその内側の建物跡などが発見




掘調査 (BK4)が 行われ、溝状遺構などが発見されている。このほか、立会い調査 2件 (B
K2・ BK3)カ ミ実施された。
























1.川 内地 区の立地 と歴史
東北大学文系 4学部、記念講堂、教養部などが置かれている現在の川内地区は、藩政時代の
仙台城二の九跡、周辺の武家屋敷跡などに相当する。
仙台城は、仙台市の西方約 2 km、 広瀬川を渡った通称青葉山の東端に位置している (図 可)。
本丸は、三方 (北 。東 。南)を広頑川と竜の口峡谷に囲まれた海抜115～ 140mの急崖上に立地
しており、また、北側の二の丸 (東北大学)、 北東の三の丸 (イ山台市博物館)も それぞれ海抜61m～
78m、 40mの階段上の河岸段丘面上にあり、自然地形を巧みに利用した配置となっている (奥
津 1967)。 この中で東北大学構内の二の丸は、東方を蛇行する広瀬川に向かつて緩やかに傾斜
する上町段丘上 (武蔵野面相当)に位置する (図 2)。
仙台城は、17世紀初め伊達政宗によつて築城が始まり本丸部分が完成されるが、幕藩体制の
安定とともにその山城的な立地は何かと不便になり、2代藩主忠宗は、寛永15年 (1638年 )、 そ






















図 2 仙台城 と二の丸の位置
Fig。 2 Distribution Of Sendai Castle
2.昭 和59年度までの調査









査 と保存が継続的になされている (図 3)。 昭和58年度には 3件の調査が実施された。二の九跡
第 1次調査地点 (NMl)は 、二の丸建物群の西端に近い区域 と考えられ、溝・柱穴などが発
見されている。二の九跡第 2次調査地点 (NM2)で は、小広間付近 と推定される区域で焼け
面を伴 う礎石建物跡が発見され、これ らは全面的に保存されることとなった。この代替地 とし
て発掘調査が実施された二の丸跡第 3次調査地点 (NM3)で は、二の九南端を画す石垣 ≧溝 ,
掘立柱建物跡,池跡などが発見されている。これ らの調査結果は、昭和60年 10月 に東北大学埋
蔵文化財調査年報 1と してまとめられている (東北大学埋蔵文化財調査委員会 1985)。 昭和59
年度には、二の丸跡第 4次調査地点 (NM4)に おいて二の丸北東の外郭線に関わる遺構が検
出されている。
3.二 の 丸跡第 6次調 査地 点 (NM6)に お ける調 査
仰)調査地点の立地と位置
二の九の位置する平坦面 (Ⅱ 面)は、地質学的には上町段丘 (武蔵野面相当)である。西側
の青葉山段丘 (Ⅳ面 :多摩面相当)の段丘崖の斜面 との間には、狭い平坦面が 2面 (Ⅲ l,Ⅲ 2面 )
認められる。調査地点は、低いほうのⅢェ面の奥で皿2面の段丘崖の直下、およびⅢ2面の縁の部





あったが、この建物は後に文学部の′心理学教室の実験棟 として使用され、調査前に取 り壊 され
た。
肯山公造制木写之略図 (元禄期)な どの古絵図をみると、当地区は、二の丸の西端に位置 し、
塀が建て巡 らされ番所が置かれていた区域である (カ ラー図版 2-① )。 西側にはす ぐ青葉山が























































この付近は、江戸時代の絵図等の検討から遺構が希薄であると推定されたが、 7月 16日 に試
掘調査を実施 したところ、 5カ所のうち 3カ所で江戸時代の包含層が確認された。このため10
月16日 から本格的な事前調査を実施することにした。
(3)調査方法と調査経過
建設予定建物の範囲に 1メ ー トルの余掘 りを追加 した区域全体の表土を除去 し、その後建物
の軸に合わせ、南北方向を南からA― I、 東西方向を東から1-4と するグリッドを設定 した
(図 4)。 表土を除去 したところ調査区中央部 (D― F,1-4)で は既に地山が露出していた。
そのため、この部分を境に南側 と北側では層の対比が難 しく、それぞれを南区、北区として層






調査は、11月 27日 に終了した。調査経過の詳細については、表 2を参照されたい。
(4)層序 (図 5)
前述のように、表土除去後中央部分 (D,E,Fの 1-4)で は、地山面が直接検出されたた
め、北区、南区の層対比はできなかった。また西区の塀基礎部分の層序 も別個に記載すること
とする。
北区では、表土を除去 した段階で、 1号溝の輪郭が検出され、その中に第 2層 の盛土層 (新



















Fig。  4 LOcation of excavations and elewations at 卜f卜16
NM 6 i eo Location 6 of Nttο ηαTT(SeCOndary Citadel)




北区西端の上手断面で平安時代 と推定される窯跡 ?が 1基検出された。この遺構は未掘であ







表 2 NM6調 査経過表
Tab.2 WVork record of daly excavations at Nl� 1 6
85 9/9 調査 開始、バ ノクホ~で盛土除去
9/10
9/12 グリ ンド設定 (4× 4m)
9/13 (南 区 )A B fll I～ Ⅳ 層 上 ま で 掘 り下 げ 。 E2 3、 F2 3区 の 攪 舌し層 除 去
表 面 精 杏
9/17 北区の砂分布面のひろが り確認、攪乱層の範囲確認
9/19 (1 2区 )の土層検討
9 /26 北区 トレンチ設定、北区自然層の分布と盛土の分布確認、 2層 上面に礫群の検出
9 /27
北 区 企体掘 り下 げ、耳ヒ区 C3 H3 G4 H4区 にお いて 1～ 2層確 認 、南北 トレ ンチ BC層 掘 り下 げ、 3層 に植 物
進 存体 多 く出上 、 G3 H3区 写 真 、 F3 G3 H3 13 」 3区 の平板 実測
1
耳ヒ区 全体掘 り下 げ、耳ヒ区拡 張 し、 2層 全体 検 出 、 2層 上 面 、 2層 中 に礫 群検 出 、 H3 H4‐ 13・ 14区 写 真 、
北 区平板 実 tRl
10/2 前回試掘部掘り下げ、北区精査、古期盛土検出、 2層面に礫群検出
10/3 北区G2 H2 G3 H3(束 部)の 掘り下げ、2層掘り下げ、3層 (古期盛土)を 切断して造った新しい濤を検出
10/4 北 区 12 13 H2 H3の 掘 り下
げ、 2層 の掘 り下 げ、 2扁 際 群 部掘 り込 み 、 1号 溶 の掘 り込 ライ ンの検 出
礫 群部 分 と周辺 部 の関係 把 握
10/7 北 区 掘 り下 げ 、
H3 H4区 1号溶 埋 ± 2層 上 薗 、
1丹溝 埋 ± 4庸 i面 進 物 分 布 写 真
G2 H3区 掘 り下 け
10/8 礫群掘 り込み確認 (■ 2 12区 )、 G4 H3、 4 14区 1号濤埋± 2～ 4層 JFBり 上げ、瓦・加工本材出土
10/9 北区G4,H3 4,14区 掘り下げ、 2層掘り込み、礫群と共同溝の関係を調査、G4、 9層上面から瓦出土
10/ 北区 1号濤掘 り下げ、段斜面の苔、 シダ類の除去、 トレンチ設定、暗渠実測
10/
北 区 -1号 溶 (H3 4区 )jEり 下 げ 完 了 、
商 区 ― 調 査 開 始 、 ト レ ンチ を入 れ る
ユ号濤 の 段 状 遺 樗 (G2)の 斜 面 掘 り上 I
10/
耳し区― Лf渠西 半介 の石除 去
商区一 企体 掘 り下 げ (Cl Al 濤 状 の 輪 隔 検 出
10/
北 区― 暗 渠 の石 を駆 りはず し、清掃 、完掘 写 具
商 lX― D1 2、 C1 2、 B1 2束 壁 に そって、 V層上 面 まで トレ ンチJEり 下 げ、円形 土拡 検 出
10/21
北 区 、日と楽除 去 し、 1号 溶埋 上 の面 まで掘 り下 げ、 G2 3、 H2 3区 1号溝埋 上 上面 の遺 物 分布 (板  警 )写 真・
図面 作製
10/22 北 区―
G2 H2 3区 1号濤埋 ± 2層 まで掘 り下 げ、本 材数点 、陶磁 器 、灯 明皿 出土
商 区― A2区  Ⅲ膚 TLり にげ、 B2区  C2区 に ピ ント検 出 、 B2区 に掘 方 の あ る礫 2点確 認
10/23 北 区―
G2 1号 溝埋 ± 4層 調査 、 H2区 埋 ± 1層 よ り板 出土 、写 真  実測 、 62区 3層 上面 自然 木 (流 木 ?)写 真
10/24 北
区一 G2 H2区 1号濤埋 ± 5 6層 掘 り上 げ完 了
商 区― 法 の推 rth庸 の検 討 、写 真・ 実 rRl
10/25
北 区 一 H3区 1号溝 埋 ± 1-5層 ま で掘 り 上げ 、 陶 磁 器 ユ点 、 l「k 被 加 工 本 、 瓦 出 土
商 区 ― A4区  B4EXIの トレ ンチ 党 掘
10/28 北
区-1号 溝埋 ± 7～ 10層 まで掘 り にげ
商 区― 前壁 の膚序 ラ イ ン引 き
埋 土 ユよ リ カ ワ ラ ケ ユ点 、 9層 よ り瓦
10/29
商 区― トレ ンチ によ る南区 全体 の層序 の把 握 、商・ 東壁 の ライ ン号|き 、前壁セクション 港 トレンチ似町貝1)実測、南区副寵涜 了
商区― トレ ンチ入 れ、石 IFIケ J検 出 、西側 (外側 )に 瓦 溜 り、 2～ 5層 よ り陶磁 器片  瓦  銅 製 品
10/31 南区、東壁セクション各層の相互関係把握のため、同辺調査、平板実測 セクションー部分実測
11/5 商区―
セ ク シ ョン実測
西 区一遠 L部分 テ ス トトレ ンチ 3× 2 石 垣 L面確 認 、 簡 側 平 板 実 測 レベ ル 入 れ
11/11
南 区― 実測 図完 了




11/15 北区 -1号 溝北 西部 壁
の層序
11/18 耳ヒ区 -1号 溝維 断 図 面
と写 真完 了、
石炉状 故構 、平 面園 ‐石巨 T面図 、
ひ きつ づ き残 り 半 分 を掘 る (埋 3唇 ま で )
東 西 断 面 同 完 了
11/19 北区-1号濤坦土完掘、美濃の小皿 (菊紋)出 土
11/20 北区― ]号濤石細遣構の全体写真 (流水状態も合む)、 石垣 (西区)の 写真
11/21 北 区 -1号 r■・
石 組 遺 構 、 平 面 図  正 面 図 実 測
西 イ月1の ユ丹 溢 の 肩 写 真
11/22 1号溝石組遺構、平面図 正面図実測、 1号濤 (土手との交差点)北壁実測
11/25 窯跡 の検討
11/26
ユ号濤石組通構 、平面図 縦断面図実測完 了
丙壁
`察
‐1丹 滋蔵  IC・ 舌|)断 面図索 ,買 1'T、 十層注言,
11/27
石 垣 進 構 埋 め 戻 し、 1号 溝 石 組 進 構 の 維 断 面  正 面 写 真 、 耳ヒ壁 ‐西 壁 LT面 図 注 記
1丹滋 石 綿 蟄 縄
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Tab.3 Distribution of artifacts at N卜 16
Ⅷ




















耳ヒ区 1 3 3 4 6
(新期)2 11
(削)3 4 2 1
暗渠 I
I号 u_■ i 1 1 21 2 (800) ! 1(骨)・ 2(昆虫)
2 ユ 14 17 (1"3) 1
3 1 1 1 1 18 1 1(昆虫)
4 2 4 1 5
5 1 14 17 3
6 1 , 4 3 1 8
7 I 1 4 13 ユ 2 ユ
8 1(勁 5 1 2





Ⅲ 1 4 6 3 (1) 17
4 I 4
V
2号溝磐生 1 1 3
2
3
西区  石垣 西 ] 1 1











不   明




総   PI 39(※ 合) 1420か









窯跡 ?(図 7,図版 3-3)
北区西端の土手下に、窯 ?の最奥部と考えられる横穴状の遺構が検出された。高さは1.5m、
幅は2.Omで ある。この遺構は、豪雨による西側の土手の崩壊で出現 したため、十分な調査がで




② 遺物 (図 6,図版 4-1)
床面か ら甕が 1点出土 している。体部より上の部分が残存 している。口径23.2cm、 体部最大
径21.lcmで、長胴甕になる≧考えられる。ゆるやかに膨 らむ体部に、屈曲して開く日縁部をも
ち、口縁端部は上方に突出している。内外面 ともロクロナデによっている。この甕は、形態 と













(白 鳥 1980)。 終末はそれに続く上器の 図 6 NM6窯 跡 (?)出 土土器  S=/




様相が充分明らかではないが、氏家和典の国分寺式C類 (氏家 1967)に 類似するものを含む植田前遺跡出土
資料が最も新しい段階と考えられ、12世紀頃とされており (加藤 1981)、 ほぼ平安時代金般にわたるものと
理解されている。







① 遺構 (図 7～ 13,図版 1～ 3)
A.北 区の遺構
a:溝 と石組遺構 (図 7～ 9,図版 2-3)
前述のように表土直下で東西に走る 1号溝が確認された (図 8)。 溝の本来の埋土は、水性堆
積による砂層、シル ト層、粘土層などの互層で、塀の廃材 。塀瓦・近世陶磁器・植物遺体など
が主に埋土上部から発見されている。 1号溝を掘 り進んだ西側では、溝をせき止めるように築
かれた石組遺構が検出された (図 9)。 現存の溝の幅は、上端で約 7m、 長さは石組まで約14m、
深さは約 2mで ある。断面は台形をなす。
b:遺構の変遷
Ia期 (図 8・ 9)
東西の溝が掘 られ、西狽1に は、石組が築かれる。石組は、溝の底部に直接のることから溝の
構築 とほぼ同時期 と推定される。切 り石が底面の幅いっぱいに 2段築かれ、その上に30～ 50cm
前後の板石が、東から西に向かつて、斜めに上がるように積まれる。この奥行きは、約2.5m、






































































































.       :         !
図 8 NM6】 ヒ区 1号溝 と石組遺構
Fig. 8 Ditch nO. l atNM 6     17 c
1号溝土層断面図
1号 清 埋 土
唇 色   調 土  性 内 容
鑑 1 10Y R%髄 砂
趾 2 10YR%驚随 ト 牌柳町脩層、木炭 刻礫まじる
4L3 10Y R%絶 十砂 /1蝶まじる
芝世上4 10Y R/鶴灰色 檀物隠植と砂のコg、 薄い跡 3枝程
10Y R%睡 粘 質 砂際まじる、上函1こ葉力部分的に広がる
響上 6 10V R%糊 貢0 砂 中間に薄い植物層
辺望とヒ7 10Y R%賭掘蘊 卜質Ib■ 邪勿的に薄いD唇。ドングリ等
え星」ヒ8 10Y Rχ欄灰色 砂 中間にvHい鵜肱層ハ瓦
』」ヒ9 10YRχ畢栂色 ル ト十砂 楢物思娩 ンルトJ*にかなりの砂




l l l l l
図 9 NM6】 ヒ区石組遣構






Ⅱ期 (図 10・ 11,図版13)

















図10 NM6耳 ヒ区 1号溝埋± 1層上面遺物分布図 (Ib期 )と 古期盛土断面 (Ⅱ 期)
Fig. 10 DistributiOn Of artifacts dumped in a hOnOw of buried
ditch nO.1(phase lb)and Verical sectiOn Of Old fll(phase Ⅱ)at NM 6
End Of 17c.― Beg,of 18c,















斜面部の窪地にも盛土 (新期盛土)を して平坦部を作 り出す。この時点では、通路 として使わ
れていた可能性 もある。第二次大戦後、米軍がさらに盛土をし、現地形を作 り、宿舎・道路・
共同溝などの諸施設を構築 した。
B.南区の遺構 (図 7・ 12)




C.西 区の遺構 (図 7,13,図版3Ⅲ 2)
西区では、 トレンチ状に発掘区を設定 したが、塀の基礎 と考えられる石垣状遺構が検出され
た (図 13)。 この石垣を挟んだ東側 と西側では堆積層は異なっている。外側に当たる西側では、
1層 は、現代の整地層、 2-4層 は、塀の崩壊以後の土層、 6層 は、塀が機能 していた当時の
通路面と推定される。 5層には、多量の塀瓦がのっている。東側は、 I層 が西側の 1層 に対応









図12 NM6南 区 2号溝
Fig,12 Ditch nO. 2 atNM6
+
O         C     4m
i l . . . 1         1
17c. ?
② 遺物
A.陶磁器 (図 14・ 15,表5,図版4-2～ 19,51～ 3)
陶磁器は39点出土しており、そのうち磁器が15点、妬器が 1点、施釉陶器が13点、無釉陶器




1層からは 7点出土しており、そのうち磁器が 3点、妬器が 1点、施釉陶器が 3点である。
＼     ヽ
、             ヽ    ＼






























































































































































































































































































表 4 NM6出 土陶磁器集計表
Tab,4 Distribution Of ceramics at NM 6
Ⅷ




活 鉢 向 付 大入れ 皿 甕 その他飯黍続 ★ TR 中 ll 茶 碗 飯茶碗 小～中皿 ml 灯明m
商  区 Hl 層 2 2 1 〕
北  区 1 層 〕 2 1 1











西  区 石垣凸2層 こ
石垣束Ⅱ層 2 1
計 哲 1 5 3 1 1 1 1 1 1 6
絵 計 15
(※ )1層 と8層接合 (※ )そ の他 (石垣西2層 )3点 あり
磁器 :19世紀 と思われる染付の飯茶碗の細片、内面が透明釉で外面に緑釉を施 した破片が出土
している。小片であり器形などは不明であるが、明治以降の製品と思われる。
陶器 :南区Ⅲ層で出土 したものと同一産地 と思われる悟鉢 (図 14-2)、 17世紀後半の美濃産と
思われる碗の破片 (図14-3)カミ各 1点 出土。橋鉢は、口縁部の断面がT宇状で内側に傾 くも
ので、体部内外に赤褐色の鉄釉を施釉 し、口縁部のみに黒褐色の鉄釉を掛ける。櫛 目は荒 く、
また、間隔も離れている (注 1)。 碗は高台脇から直線的に立ち上がるもので、高台部は残存 し
ていない。胎土はもろく、灰釉は明緑灰色に発色するが、最‖離 している部分がある。
妬器 :見込が布 目文で一部に鉄釉を掛けた皿の破片 1点 (図14-4)。 明治以降の製品と思われ
る (図14-4)。
陶器 :唐津製品と思われる口縁部 1点 (躍14-5)。
暗渠礫中
陶器 :平清水産と思われる火入れ 1点。国縁部内側から外側にかけて白化粧を施 し、その上か
ら透明釉を掛ける。内面は無釉である。
1号溝
1号溝埋土からは16点出土 してお り、その うち磁器が 5点、施釉陶器が 7点、土師器が 4点
である。
埋± 1層
磁器 :大皿の破片 2点。 1点は見込に青海波文を背景にした群鷺文が大胆な筆遣いで描かれて









磁器 :折 り縁の芙蓉手皿 と思われる破片 1点。折 り縁内面部にやや暗い呉須で
17世紀中期の肥前製品と思われる (図14-9)。
埋± 3層
陶器 :皿 ?の高台部破片 1点。畳付にも施釉 し、高台内部の釉を削 り取ってブヽ













陶器 :折 り縁 ソギ菊皿 (図15-15)。 淡緑色に発色する透明度のある釉が掛けられてお り、見込
と高台脇に厚 く溜っている。16世紀末、大窯末期の美濃製品と思われる。
石敷直上
陶器 :三島手碗 (図15-16)。 やや内弯気味に立ち上がるもので、器厚は薄い。語には非常にき
め細かいものを使用 してお り、焼締まりも良い。内面二段にやや右上が りの刻翼を施 し、自泥
によつて象嵌を行つている。外側には象嵌はされていない。
bi南区
Ⅲ層からのみ11点出土 している。その うち磁器が 4点、施釉磁器が 1点、土師器が 6点であ
る。この うち磁器製品は明治以後の製品と思われる。













図14 NM6陶 磁器 (1)




図15 NM6陶 磁器 (2)
Fig。 15 Ceramics and porcelains from NM 6(2)
0                        10cm
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回緑肩部に緑 1鮮20
陶器 :橋鉢口縁部の破片が 1点 (図14-1)。 北区で出土 しているものと同一産地 と思われる。
C:西 区
石垣西 2層





磁器 :2点出土。1点は底部からの立ち上が りが急で鉢か深皿 と思われる (図15-18)。 もう 1
点は皿 と思われ、ハ リが残存している (図15-19)。 何れも17世紀中葉の肥前製品と思われる。









塀桟瓦に分けられる。ほかに、軒丸瓦の破片が 2点、軒平瓦の破片が 1点、道具瓦 1点 が出土
表 6 N M6出 土瓦集計表















































2 3 5 6 7 8 9 10
不
明







丸    瓦 4 11 4 2 1 2 1 4 4 5 1 3 4 24 2 7
塀 接 瓦 6 57 Ю 14 13 5 2 13 905
軒  丸 瓦 l 1 2
軒 平 瓦 ! 1
道具瓦(T字 ) 1 1
亥」 FP  A 1 〕 1 1
B 1 1 3 5
C 1 1 ! 1 ユ 5
D 1 1 2
E 1 1 2
している (表 6)。 出土 した瓦の大部分は、塀瓦と推定できる。このことは、土手上に塀があつ
たと推定できること、1号溝の埋土中から長さ195cmの 目透 し板・杭など、塀に関連する木製品




かるものが 5点、幅の分かるものが 6点、長・幅 とも計測できる資料は、 4点だけである。玉
縁の形態により、玉縁の両側辺が曲線的にえぐられているもの (1類 )、 直線的にえぐられてい
るもの (2類 )、 このような段を持たず、瓦の同部から直線的に続 くもの (3類 )の 3種類に分
類できる (図 16)。 ほぼ全体の把握できる資料をまとめると1類、2類、3類 とも数が少ないた
め、明瞭な傾向は把握できない (表 7)。 長幅について比較 してみると長さでは、最小268mm、




























Fig.16 Ceramic roof tilesi
亥」  Fp
丸瓦・ 塀桟 瓦観 察凡例




NM3出 土の資料 と比較するとNM6の 最大の資料に一致するものがある。
瓦の調整を見ると、玉縁と胴部の上下は、横方向のナデ (ヨ コナデと略す )、 中間は、縦方向
のナデ (タ テナデ)である。ヨコナデの後にタテナデを施すもの、中間部のタテナデ部分とそ
の逆のものがみ られる。タテナデの部分でも一方向からナデが進む場合 と、途中で方向が変わ




















④ 刻印 (図版93～7):A類 ;単純な円である。B類 ;丸に三の文字が入る。C類 ;丸なし
で丑 ?の字が入る。D類 ;丸に天三の文字が入る。B類 4点、A類 3点、C類 2点、D類 1
点である。これらの刻印は、丸瓦 2点のほかは塀桟瓦の主に小口部分に押されている。いず
れのタイプも、 1号溝と塀の両地点にみられるθ















図17 NM6丸 瓦 (1)












図18 NM6丸 瓦 (2)
Fig.18 ROund rOOf tiles frOm NM 6
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図19 NM6丸 瓦 (3)
Fig。 19 ROund rOOf tiles frOm NM 6 Eどο period
図20 NM6塀 桟瓦 (1)
Fig。 20 VVall― pan tiles from N卜 16
Ocm
(1)    E」 b period
図21 NM6塀 桟瓦 (2)
Fig.21 Wall― pan �les frOm NM 6(2)
0           10           20cm
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図22 NM6塀 桟瓦 (3)
Fig.22 VVall― pan tdes frOm NM 6
丸   瓦





表 7 NM6丸 瓦・塀桟瓦属性表 (凡例は図10
Tab.7 Notes on roof tiles at NW1 6
図 出土区 出土層・遺構 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ③ ⑩ ① ⑫ 玉 縁 コどキ 図 版
17-1 B 5-4
17-2 G-4区 1号溝埋± 7層 5-5
18-3 西  区 石垣西4層 B 6-1
18-4 H-2区 2層 A B 5-7
19 5 G-4区 1号溝埋±7層 B B 5-6
1卜 6 西  区 石垣 1層 07 C B 6-2
図 出土区 出土層 `遺構 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ③ ⑩ ① ⑫ 飯 接断面 図  版
20い 7 西  区 石垣西4層 13 13 07 6-3
20-8 C-4区 1号濤埋止 7層 41 15 12 A 6-4
20-9 H-4区 41 A 7-1
21-10 G-4区 B 7-2
21-■ 西  区 石垣 1層 41 7-3
21-12 255 A 8-1
22--13 A 8-3
22-14





0                  1ocm
1号溝堤± 5層
図23 NM6瓦













2は北区表土出土。弦月状でほぼ中央に亀裂が入る。端に行 くほど細 くなってお り、箪笥の
引き手かと思われる。このほか、表土から3な どの鉄製品が 4点出土 している。これ らは明治
以降のものとみ られる。
(高橋あけみ )


































Fig.24 Metal materials frOm NM 6
縮尺% 3のみ/
遺物は、 1号溝の埋± 1～ 3層 に集中している。層が斜めに堆積 しているので、実際には埋
± 2層 も埋± 1層 とともに、 1号溝の最終埋没面を形成している。埋没の最終段階で集中的な
廃棄が行われたと推定できる。また、発掘時には、古期盛土と1号溝の埋土との間に明瞭な不










棄されている。図23-19は 、長さ195cm(6尺 5寸 =1間 )、 幅12cm(4寸 )で、一端が三角形
表 8 N M6木 製品集計表
Tab.8 Distribution of woOden materials at
に切 られ、他の端が薄 く削られている。出土地点が塀に近いことと形態から、板塀ない し木柵
の目透かし板の可能性がある (図 25-B)。 他に、長さ約 lmの大形の板 目材が 4点出てお り、
うち 2点は表皮をつけた杉材である。塀の部材が含まれているかもしれないが、図28-19と 幅
















漆器椀 (図28-15)は 、柾 目取 りで、内面赤漆、外面黒漆に銀で、菊に止まる蝶や桐を描い
ている。桐は桃山期に流行 した模様だが、江戸時代にも見られる。針書きによる桐の葉脈の描
き方を見ると、桃山期のものより、線がきれいに整っていることから、江戸時代初期のものと
みられる (仙 台市博物館の高橋あけみ、嘉藤美代子、小井川百合子の各氏の鑑定 )。
Bの うち、木端 としたものはほとんどが10cm前後の不整形な切片で、どのような作業で生 じ
たものか特定できない。加工痕のある木片、自然木 とも最大で80cm程 度、平均長20-30cm、 直





使われた、中央に折 目を持つた長さ 1尺 4寸のスギの皮が 1点出土 している (東北大学埋蔵文
化財調査委員会 1985p.90,92)。 今回出土 したものは、同様に、屋根材の可能性が考えられる。
ただし、Aで述べた厚さ l cm以上の表皮のついたスギの板材もあり、かな り長い杉皮もみ られ
るので (146cm,85cm各 1点、50～ 115cmの 断片 5点 )、 異なった部材が含まれている可能性もあ
る。大部分は30-50cm程 度であり、一端が切断され、他端が腐蝕 しているものが多い。これは
葺足 (図25-A)の部分で腐蝕が進んだことを示 しているのだろうか。また棟折かと思われる
































































































図27 NM6木 製品 (2)
































































































































































































































































































表10 NM61号 溝から出土 した植物遺存体
Tab.lo List Of plant remains from ditch no.lat NM6








1号溶 埋 ± 1
モ ミ球 果 、 オ ニ グ ル ミ果 実 (核 )、 ヒ メ グ ル ミ (核 )、 シ ラ カ シ果 実 、 ス ギ 種 子 、 ク リ果 実 、 コ ナ ラ果 実 、
コ ナ ラ の 枝 、 ス ギ の 小 枝 ・ 樹 皮 お よ び 果 実 、 そ の 他 植 物 の 小 枝
オニグルミ果実にアカネズ ミの食痕 あり
埋 ± 2
オ ニ グ ル ミ果 実 片 、 カ ンの 枝 、 ス ギ 果 実 、 ス ギ の 枝 、 オ ニ グ ル ミ果 実 、 コ ナ ラ 果 実 、 ヤ マ モ ミジ の 枝 、
その 他 植 物 の 小 枝
オ ニ グ ル ミ果 実 に ア カ ネ ズ ミの 食 痕 あ り
埋 ± 3 スギ種子 、スゲの一 種 の種 子 、イ ヌツゲ種子 、コナ ラ果実片 、ヤマモ ミジの枝 、ア ラ カ シの果実 、カ シの枝
埋 ± 4 ス ギ 種 子 ・ 果 実 お よ び 小 枝 、 ア カマ ツ の 枝 、 そ の 他 の 植 物 の 小 枝
埋 ± 5 ス ギ 種 子 、 コ ナ ラ果 実 片 、 ス ミ レ属 種 子 、 カ シの 枝 、 ヤ マ モ ミ ジの 枝 、 そ の 他 植 物 の 小 枝
埋 ± 6 ス ギ種 子 、 果 実 お よび小 枝 、 イ ヌガ ンツ クの葉 柄 、 その他 の植 物 の小 枝
埋 Jと 7 カ シ類 の 樹 皮 、 ス ギ 果 実 お よ び小 枝 、 そ の 他 の 植 物 の 小 枝 お よ び 葉 片
埋 ± 8 スギ 果 実 お よ び小 枝 、 コナ ラの枝 、 ヤ マ モ ミジの小 枝 、 その他 の植 物 の小 枝
埋 ± 9
スギ の葉 ・ 小 枝・ 種 子 お よ び果 実 、 ア ラ カ シの葉 。未 熟 果実 ・ 果 実 お よび殻 斗 、 コナ ラの葉 ED・ よ び果 実
ア カガ シ果 実 、 カ シの枝 、 コケの 一種 、 その他 の植 物 の葉 お よ び小 枝
芝曇」三10 ス ギ の 葉 ・ 小 枝 ・ 種 子 お よ び 果 実 、 モ ミの 樹 度 、 モ ミ種 子 お よ び 種 鱗 、 ア ラ カ シの 葉 お よ び 果 実
これによるとアカマン、モ ミ、コナラ、アカガシ、アラカシ、シラカシ、クリ、エゴノキ、
オニグル ミ、ヒメグル ミ、イヌツゲ、ヤマモ ミジ、スミレ、スゲ属など14種が確認できた (図
版12)。 アカマツは種子の本体のみが確認された。モ ミは球果、種鱗、附属体 (翼)のついた種
子および樹皮が確認された。スギは種子、球果、枝が確認され、アカガシ、アラカシ、シラカ
シは呆実、殻斗、葉、また、カシ類の枝などが確認された。コナラは果実と葉および枝が、オ
ニグル ミ、ヒメグル ミでは果実が確認された。オニグル ミ、ヒメグル ミの果実の殻には、アカ
ネズ ミの食痕が認められた。クリは果実が小型であり、植裁されたものではなく、自生種であ
ると考えられる。イヌツゲ、スミレ属、スゲ属は種子が確認された。
これ ら確認された植物について、発掘地の周辺を調査 した結果、アカマンは尾根部に生育 し
てお り、モ ミは上流の斜面に樹高25～ 30m、 胸高直径約 lmの個体が生育 している。スギは発




アズマナコなどがみられた。コナラはモ ミ林の疎開地に認められた。ヒメグル ミは内藤 (1985)
によると、発掘地から約100m離れた所に生育 している。このように発掘 された植物遺体 と現在
の植生状況はよく一致 していた。このことから江戸時代からアカガシ、アラカシ、シラカシな






本資料は 1号溝埋± 3層から出土 したものであり、江戸時代寛永年間以降に廃棄されたイノ
シシ (Sクss79″)の寛骨 (Pelvis)で ある。地下水により骨中の燐分が溶出し、鉄分と化合 し
て藍鉄鉱 (Vivianite,Fe3P208・ 8H20:松井1984)を 析出し、若千脆弱になっている。本資料のみ








日の最長幅を測定 したところ34.3mmの 値が得られた。これを現生の骨格標本 と比較すると、お
よそ肩甲高約50～ 70cm程 度の大きさの個体が推定できる。
資料は完形をとどめず、寛骨の左半分の寛骨臼を中′かに残存 し、腸骨、恥骨、坐骨の比較的
脆弱な部分が破損 している (図 29)。 この破損状態は、人間が後肢を胴部から離すために、付け
根にあたるこれ らの各部位を叩き害1っ たために生 じたものであ















Fig。 29 Schematic drawings of
Pel� s of s,s sc″ οFa
(下面より)
欄歴史民俗博物館西本与弘先生、奈良円立文化財研究所l里蔵文化財センター松井茸先生、東京大学考 If「 学研究
室新美倫 r^女史、甲稲十日大学考占学研究室樋泉岳 i氏 に御教示を賜った。
b.貝
貝殻のカルシウムが溶脱 し、殻皮と靭帯のみ残る。殻皮はシジミガイ科 (Cογうたヵ力肋め のも


























この斜面には松あるいは杉とみ られる木々が描かれてお り、林状の景観を呈 していたことを
窺 うことができる。登 りきった縁辺に沿つて、二の九の最西端を画す塀が北側の武家屋敦方面
から南の御教寄屋に通 じる道路 と二の丸内部を隔てている。この塀から外は二の丸の外部 とな
る。











元禄年間 (1688～ 1704)と される仙台御城下五筐掛絵図 (以下掛絵図≧略す)の二の九部分
には建物の配置などは描かれていないものの二の丸の周囲について比較的詳 しく描かれている。



















ると同時に、滝状に作 られた石組遺構の存在から庭園曲な施設 として一つの景観を構成 してい
たとも推定される。 1号溝の年代に関しては、前述のように肯山公略図に描かれたV宇状の構
造物が、それにあたるとすれば (図 30)、 元禄ごろには既に存在 し、その後享和 2年 (1802)に
は、み られなくなっていること、溝の埋± 1層出土の陶磁器が、17世紀中頃であること、 3層
ド、
図30 NM6二 の丸塀 (西端)お よびV字状溝










の自然堆積の最後の段階で捨てられてお り、その後一気に古期盛土層 (3層)に よつて埋めら










ものである。この部材は、長 さ6尺 5寸 (京間 1間 に等 しい)の もので、上に瓦の乗る木柵の
目透かし板 と推定される (D木製品参照)。 この他にも木柵の一部かと疑われるものがある。







(北  け          (南 け     (西 戯





















I attЭ l号溝 石組遊構 陶器皿 (美濃大窯:16c木) ①2号濤
西Ⅵ層―塀外通路
②石垣―塀基礎
御造営御絵図 (文化元:18041   ②堀
御家作御絵図 (享和2'1罰D
仙台城普請伺い (享保13:1281   ③V字滞なし
仙台城修理伺い (享保6:1姥 1)
仙台城下五笹推聡図 (元禄年FHB:(1688-17041
肯山公造制木写之略図 (  ク  ) ①V字濤 ②堀
(二 の丸造営 寛永15:1638)
(7)ま とめ
① 北区西側の断面で、平安時代の窯跡 (7)と みられる遺構が検出された。
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第Ш章 三神峯地区の調査








らの段丘地形は、高位段丘の青葉山段丘 (多摩期 )、 中位段丘の台の原段丘 (下末吉期 )、 低位
段丘の上町段丘 (武蔵野期 )、 中町段丘 (立川期 )、 下町段丘、に分けられる。高位段丘 と中位





遺跡は、仙台市の西南約 4 km、 青葉山丘陵南麓の名取川が形成 した河岸段丘上に位置 してい








の遺跡が点在 してお り、特にす ぐ南側には前述の三神峯遺跡 (イ山台市教育委員会 1980)が あり、
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Fig,31 Archacological sites around TM l
接 してはいたが、当初遺跡 としては周知 されていなかったど
しか し、昭和60年 (1985)、 当地内に電子 ライナ ック研究施設の建設が計画 されたため、事前
に試掘調査 を実施 し、 この区域が遺跡に含まれ るか どうか、遺跡 であればその範囲・内容 を確







囲で調査を実施 した。図33に示 したようにライナ ック施設の建物の軸線に合わせ全体に 4m×
4mの グリッドをくみ、ライナ ック本体予定部分を中′きに トレンチ状に発掘区を設定 した。南
北方向はAA～ BZ、 東西方向は 1～ 106と し、グリッドはAAl～ B Z106な どと呼んだ。
中央部分のA区は、地図の比較から推定された削平を確かめるため、北側の B区 とB′ 区は、
盛上の状況 と遺跡の残存状況を確かめるため、西端のA′ 区は残存 している火山灰層の層位を確
かめる目的で設定された。それぞれの面積はA区が250ポ,A′ 区が25ポ、 B区が330だ、 B′ 区
が140だである。
A区では、 6月 4日 か らグリッド設定を開始 した。当初予想 したように、調査の進行の過程
で、全面に撹乱が及び整地層の直下に水性堆積の地山が確認されたため、 6月 18日 には調査を
終了した。A′ 区では、6月 18日 にグリッドを設定 し、調査を開始 した。表土層からは縄文土器、
石器が出土 している。断面の観察から4層上面で川崎スコリア層 (約 3万年前)が確認された。
B区では、 6月 4日 か ら5m× 50mの南北方向の長い トレンチをまず設定した。その中間と
南端には、それ と直行する形で、5m× 15m(東西 トレンチ 1)、 5m× 10mの トレンチ (東西
トレンチ 2)を設定 して調査を開始 した。南北 トレンチの中間付近から急激に北側に向かつて
落込み、 3層 の上を直接盛土が厚 く覆っている。これより南側では、盛土は薄く、表土から良
好に残存 していた。このことから試掘調査は トレンチの南半分に限定 して進め、 7月 8日 に終
了した。 B′ 区についても6月 5日 に トレンチを設定 したが、浅い部分で1.5m、 深い部分では
3.4mの盛土があり、その下に表土を確認 した。全体 として谷状の地形 と推定できたため、調査
を中止 し、 6月 6日 に埋め戻 した (表¬ )。
(梶原 洋 )
(4)各 区の調査
前に述べたように、旧表土を確認 して調査を中止 した B′ 区を除き、いずれの調査区も削平を
受けてお り本来の遺物包含層は残っていなかった。ただ し、 B区では平安時代の土師器、須恵
系土器などを一括投棄 したピットなど数基の遺構が確認されている。他区では明確な遺構は確
認されていない。遺物は、各区とも表土～整地層から縄文前期の土器 。石器、平安時代の土師
器・須恵器・須恵系土器などが出土 してお り、B区では,ピ ット内から平安時代の土器・土錘 。









― ―――― ―一 東北大学用地
図32 TMl調 査区 (TK,1976年度調査区含む)

















































Tab.1l llrork recOrd of daly excavations at TA/1 1
A tt                         B 区






6/7 A N47、 2層、A N48、 2層 佐面、A N51、 2層 上面掘り下げ
6/10 A N45、 46、 48、 2層の梶り下ギ
6/1ユ A N44、 45、 46、 A N48、 2唇の掘り下げ、A N51、 52、 2層 土面検出
6/12 A044、 45、 46、 2層の掘り下1ギ、46Ⅸ一部3層掘り下げ
6/17 A N44～48 完掘
6/18





7/9 10 AEXr全 景写真、調査終了






6/12 商北トレンチall1 2層 ま争の層序確認
6/17 東西トレンチ2、 2層上面検出
S/18
B D84～87、 B E84～ 87、 2層  3層 上面鴇査
2層  3層上面、東西トレンチ2写真
6/21 前ヒトレンチ謝町 東西トレンチ2、 2層穏り下げ
6/24 B164、 85、 B H84、 852層 掘り下げ
6/25
東西トレンチ、4層掘り下lk 6層 上面検出、B184 85、 B」 8485、 4層掘り
下げ、BH84 85、 2層掘り下げ、 3思上面平面回 コンタ実測
G/26
B C85～87、 B D85～8臨 り下げ、BI BJ区 4層掘り下げ、4懸上面精査、
BH、 BG匡 2層 掘り下げ、4層上面精査、B D85、 4層掘り込み1森状落ち込み
検出
6/27
BC BD区 、4用据り下げ、BD BF BG区 、5層上面精査
B HttPit l検 出
7/2




B」 BK区、4層上面精査、BC BD BE区 5層上面精査
現地説明会、東西トレンチ2南壁東壁セクション図、B C84～ 87南北セタション図
劉Ⅲ平面図、コンタ実測
7/5 B区全体平面図(1/100 進構分布図(1/2o 西壁セクション岡実測
7/6～ 8 商壁 西壁セクション図 各遺構実測、 B区劉将 真
7/9～ 12 商北 東西トレンチ 南壁 西壁 各追構写真、調査終了
A′ 区
日 付 作 業
6/18 表土掘り下げ
6/21 川崎スコリア層(4層 )直上まで穏り下1下、ゴミ溜め吉[分 まで掘り下げ
6/24 25 5層上面まで掘り下げ
6/26 5層 上面精査、Pit l～ 3検 HI、 A区劉4平面図
6/27 層
'亨
梼す、桜の本の部分3層 L面 まt‐ Rり 下げ





り2層上面検出 精査、Pit 1 2冊 り上げ、Pit 4検出 (風倒木痕?)
セクション図菊則、Pit半 割 実測、写真
7/6 拡張区残




5層以下のセクション図実測、SP K～ K′ 東壁セクション図寅獅
7/9 A′ 区劉Ⅲ 平面図 コンタ実測、各Pit平面図 写真
7/1012 全景 各Pit写真、調査終了
B′ 区







Of artifacts at TM l







■  師  器 須 思 系 土 器














I  暫 1 6


































表土～ 2層 は、戦前 (陸軍幼年学校)・ 戦後 (東北大学)に よる撹乱を受けた整地層である。
3層 以下は砂層・撰層などからなる水性堆積層にな り、本来の遺物包含層は残つていない (図
34)。
2)遺構と遺物
遺構の検出はない。遺物は、表土～ 2層 (整地層)か ら縄文時代前期の土器・石器、平安時
代の土師器・須恵器・須恵系土器などが出土 している (表 12)。
(佐久間光平 )
① 縄文時代の遺物
a.縄文土器 (図 35,図版161・ 2・ 4・ 6～ 9。 12)




1は大木 2式の網 目状撚糸文を持つ体部破片、 2も大木 2式で口縁部に深い平行沈線文をも
つ。3・ 4は、口縁端部に肥厚 した鋸歯状の隆帯を持つ深鉢で大木 4式である。、特に 4は体部
上半に細い粘土紐による鋸歯文を持つ。 5も 同様である。 6は大木 5b式の口縁部破片である























b.石器 (図 36・ 37,表14,図版17)
総計95点の石器が出土している (表 13)。 いずれも表土～ 2層 (整地層)出土であり、本来の
包含層出土ではない。ただし、同じ層中から出土した縄文土器片から、これらの石器はほぼ縄
文前期に属するものと推定される。石鏃 7点、箆状石器 1点、ビエス・ェスキーユ 1点、スク
レイパー 3点などがある。石材は珪質頁岩が大半であるが、ほかに、流紋岩、珪質凝灰岩等が
3














図35 TMl A区 縄文時代の遺物 (縄文土器)
Fig.35 POt sherds frOm LOc.A atTM l   Early Jο η。■period 6500-4500BP
み られる。









表13 TMl A区 石器集計表










石核 剰片 チンプ 砕片 礫片 分割礫 計
3 1 1 8






|、  言十 1 1 5 5
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図36 TMl A区 縄文時代の遺物(石器〔1〕 )
Fig,36 StOne tOOls from Loc.A atTM l(1)   prObably Earlyあ 婢ο2perlod
図37 TMl A区 縄文時代の遺物(石器〔2〕 )
Fig.37 StOne tOOls from LOc.A atTM l(2)
表14 A区石器属性表
Tab.14 Notes on stone tools frOm LOc.A at TM l
0                          5 cm
probably Early」 οttο2 periOd
仝
△
No 出土区、追構、層 器 種 石 材 長ln 幅(� 厚pal 董(gl 備 考 図 版
] AN-48   1層 石 鏃 珪質真岩 10 左縁辺やや鋸歯状 17-1
2 AN-44   2層 (165) 非常に細かい二次加工、右脚折れ
3 2層 (170) 左脚折れ、右辺やや鋸歯状 3
4 AN-47   2層 (253) 39 10 尖端若干折れ 4
5 AN-45,46 2層 9 36 左右やや非対称 6
6 AN-44   2層 (未成品?) 0 30 10 未成品か?縁辺の二次加工は角度あり 7
7 AN-45   2層 チャート (24.8) 0 55 尖端、基部折れ 5
8 AN-45・ 46 2層 箆状石器 左辺は素材面
9 AN-48   1層 微細剰離痕ある創片 メノウ 72 右辺は折れか? 8
10 1層 スクレイパー 畦質頁岩 (465) 79 両縁辺 もやや鋸歯状 14
11 AN-45  2層 90 岳緑諾に皓翌票」離痕が 11
12 AN-48    ? ピエス ェスキーュ 112 自然面、節理面残す 12
13 AN-47   2層 狭入石器 (312) 左上折れ 9
14 AN-47   1層 二次力]工 ある剰片 黒色頁岩 (235) (200) 49 17 IM`チモ型イ争耕ぞ活
のノノチ票」離の
13
15 AN-44   2層 流紋岩 (303) (365) 80 左辺は節理面か?下端は素材面 15
16 AN-51   1層 石核? 珪 質 凝 灰 岩践L工純 化 剣片素材、左側折れ 16
17 AN-45   2層 剣 片 珪質頁岩 左側折れ、末瑞に微細剣離痕
AN-49   1層 二次加工ある剣片 265 両狽1辺 に微細劉離痕 17
19 AN-45 46 2層 剰 片 623 1賃面、右辺の剣離はパティナ新しヽ
表15
Tab。 15 NOtes on
1
TMl A区 須恵器 属性表
s29 wears frOm Loc.A at
TMl A区 金属製品属性表
metal materials frOm LOc,A. at TM
∞  側
の(2)である。底部は回転糸切 り、腰部は無調整である。
③その他の時期 (不明も含む)の遺物 (図38,表 16,









































出土区、漫繊 層 名 Tl II雪 長さ(rnl LT面幅 mm 重凰ど 備 考 岡 版
AN-45  2層 利餌 f4 175 23-14
AN-45、 462層 頭部を一部欠損 15
5 AN-44  2属 録 つ 向端は9げ のねじれの行者にムる 11
図38 TMl A区 平安時代の遺物 (須恵器)と その他の時期の遺物 (金属製品)
Fig。 38S29 wears and metal materials frOm LOc.A atTM l
る資料はない。
b.須恵器 (図38,表15,図版236・ 7)







底雀 内高 底 厚 タト    面 色  調 粒子
lTN S A2懸 トレンチ 47 3 テナデ 10Y Rχ ll白
2 イ A N47、  2層 65 ユビナデ 回転糸切り
A′ 区
1)層序
1層 は表土、 2層が旧表土の一部 (?)で、 3層以下が更新世の堆積層 と考えられる。 4層
中には川崎スコリア層 (約 3万年前)が認められる。 7層・ 8層 は水性堆積層であるが、この
層位はA区の 3層 に対応するものと思われる。 8層以下の調査は行つていない (図 39)。 なお、
愛島パ ミス層 (約 7～ 8万年前)は確認されていない。
2)遺構と遺物
3層 上面で 5個のピットが確認されたが、人為的かどうかの判断が難 しく、また、時期につ




b.石器 (図 39-1～ 3,表17,図版181～ 3)
わずかに 7点の出土であるが、象1片 1点以外はいずれ も表土層出土である。石鏃 1点 ,ス ク
レイパー 1点 , 2次力日工ある象I片 1点 ,剰片・砕片 4点などである。
1は受熱などで欠損 した無茎石鏃、 3はやや厚みのある崇け片の末端に 2次力日工を施 したスク
レイパー、 2は右側縁が欠損 している 2次加工ある黒I片である。
B区
1)層序
1層 は現代の整地層、 2～ 4層 までは明治以後の盛土・整地層、 5層以下が更新世の堆積層
である。 5層 はその下位の 6層 がグライ化 したものであり、本来は単一の層 と考えられる。当
区も削平を受けてお り、本来の遺物包含層は残つていない。ただ し、 5層 ～ 6層 上面では遺構
が確認されてお り、その一部は平安時代に属する (図 40)。 全体的に北へいくにしたがって 6層
のレベルは低くな り、盛土が厚 くなっていく。
2)遺構と遺物
発見された遺構はすべて 5～ 6層 上面で確認されている。 ピット26、 焼土遺構 3、 溝状遺構
3な どである。未掘のピットもあり、時期については大半が不明であるが、一部は確実に平安
時代に属するものである。遺物は、遺構埋土以外は、すべて盛土・整地層 (1層～ 4層 )出土
である。縄文時代前期の土器・石器、平安時代の土師器・須恵系土器などのほか、金属製品も




Tab.17 NOtes On stOne tOOIs frOm LOco A′ ,TMl
出LE、 こ構、悟 筈  林 石 十1 長上m 一獅 宣 備  考 1喘
I AP-16 1悟 珪質買岩 向向
に続けハノケ 折













図39 TMl A´区 平面図及び縄文時代の遺物 (石器 )
Fig.39 Plans and crOss sectiOns Of pits and stOne tOOls from Loc.A′ ,at TM ユ
も滑
恩m哲稲m F´-45450m
表17 TMl A′ 区石器属性表
内 容





やや軟 やや密、|】艦 、*!推 あり、石英位 州1崎スコリア
合む
5 10■ R%黄棚色
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図41 TMl B区 縄文時代の遺物 (縄文上器 )
Fig.41 POt sherds frOm Loc,B at T� l l     Early tO Middle Jο ηο2 period
① 縄文時代の遺物
a.縄文土器 (図41,図版163・ 5・ 10・ 11■ 3～ 15)















b.石器 (図 42・ 43,表19,図版184～ 11,191・ 2)
当区の出土石器も他区と同様本来の包含層出土ではなく、遺構内出土以外はすべて 1層 ～ 4
層の盛土・整地層に含まれていたものであるが、これ らもやはり縄文前期に属するものと推定
される。総点教60点 、石鏃 3点・箆状石器 1点 ・石匙 1点 ・スクレイパー 1点 ・鋸歯縁石器 1
点 。す り石 3点などがある (表 18)。
1～ 3は無茎石鏃であるが、 3は未成品なのか先端は尖頭になっていない。 1は両面に着柄
痕 とみられるいわゆるタール状付着物が観察される。 4は石匙で、ノッチ部は両面から加工が
なされ、下縁には平坦で細かな 2次加工が施されている。 5は鋸歯縁石器、 6は 2次加工のあ
る象1片、 7は箆状石器である。 7と 同様の石器はA区からも出土 している。 8・ 9は剣片、10




ピット25は、径60cm。 深さ50cmを 計り、内部には土師器 (郭・高台付イ・甕など)14点、須
恵系土器 (イ 。高台付郭・甕)29点、土錘 1点、土器破片約300片 が一括投棄された状態で含ま
れていた。このピットの他にも土師器・須恵系土器片を含む小ピットが教基確認されている。
焼土遺構はいずれも5層上面で確認されており、炭化物・焼土が混じる径20cm～ 40cm程 度の
表18 TMl B区 石器集計表
Tab,18 Distribution of stone tools at Loc.B,Tヽ 11










敲 石 核 剣 片 チップ 砕 片
大型打製
石  器 角樹月弊 計
1 1 1
2 1 3 2 I 8 2 1
1 2 1




不 明 3 2 〕 6
1 1 1
























































Tab.19 Notes On stone
B区石器属性表
tools from LOc.B,TM l
図43 TMl B区 縄文時代の遺物(石器〔2〕 )
Fig.43 StOne tOOls frOm LOc.B,at TM l(2)
No 出土区、遺繕、層 名  蒜 石 材 長僑n 幅 (ЮЮ〕 厚鮒 重(宜 ) 傭 を 図 版
BC-87 1層 石  鏃 珪質頁岩 40 1 両面にタール状付着物 18-4
BI-85 111乱 225 46 0 中央に厚みあり 5
3 BC-86 4層 チャート 7 172 先瑞4ら ず 6
4 BI-85 ft舌 | 石 匙 珪質頁岩 275 末端縁辺は細 かいニカ加 T 7
5 BC-86 4層 鋸歯縁石器 90 下端折れ、芹右縁 とや)録備縁 9
6 BC-87 4層 スクレイパー H3 自然面打面、縁辺ほとんどに二衆加T微細実ヽ離痛 8
7 BH-84 2層 臣状石器 372 49 2 自然面、摂理面残すぶ厚い泉‖片素材
R BI-84 攪乱 素J 片 468 19-2
9 BD-85 4層 77 2 1045
1
10 BD-86 4層 すり石 石葵安山岩 77 0 擦痕方向、敲打痕 とも不明瞭 18-11
probably Early to ttЛ iddle Jο ttο 匁
ブロックである。浅い皿状を呈する。
(佐久間光平 )
B.遺物 (図 47～ 53,図版194・ 5,20～ 23)
1～ 4層 の整地層、遺構埋土から、土師器・須恵系土器・須恵器 。土錘 。金属製品が出土 し
ている。土器の大半は土師器・須恵系土器で、須恵器は若干数の破片のみである。このうち法
量あるいは器形が分か り図示可能な資料は、土師器28点、須恵系土器45点の計73個体である。
これ らの個体の うち43個体 (土師器14点 ,須恵系土器29点)は、 ビット25出土である (表 20)。
表20 TMl B区 土師器・須恵系土器類型別集計表
Tab.20 Distribution Of んα′ι 、vear and S傷 9 1type potteries accOrding
to pOttery types
a.土師器
(不)(図47-1・ 4・ 5,図49-27～ 35)12点 。ほとんどの年は、内面にミガキと黒色処理が施
してある。底部は回転糸切 り、無調整である。法量・器形から2類に分けることができる。
I類 :5点。口径が約13.5cm、 器高が約 4 cm～ 4.5cmを 中′いとした一群。体部がゆるやかに内湾
し、口縁部が外反するもの (1・ 27・ 29。 30)と 外反 しないもの (28)が ある。器高に幅があ
り、やや大きなもの (Ia類 )と 小さいもの (Ib類)に細分できる。口径/底径/器高
比は、回径 ;55.3%～ 58,7%、 底径 ;21.2%～ 25。 9%、 器高 ,17.1%～ 22.2%で ある。
こ類 ;7点。口径が約 15cm、 器高が約 5 cmを 中′泌≧した一群。器形は I類 と同形である。外反
するもの (4。 35)と 外反 しないもの (31～ 34,36)カミぁる。口径 :56.5%～ 59.0%、 底径 ;
21.2%～ 23.4%;、 器高 ;18.5%～ 22.2%。
(高 台付郭)(図 47-2。 3,図48-23,図49-26,図 52-70)5点。焼きむらがあり須恵系土
器の可能性もあるが、体部が直線的で口縁部が弱く外反 し、内面のミガキが不鮮明で部分的に
黒色が残るもの (70)、 脚部は「ハ」字状、灰 白色で内黒が残つていないがミガキが残るもの (26)、
脚部は欠損 しているが、皿状のもの (2)が ある。
(杯 もしくは高台付イ)(図49-36,図 50-37～39)4点。底部がいずれも欠損 している。
勘
層




  類 甕
言台付 不 朗 I H 高台付 不 明
1～ 4属、カクラ 〕 ! 3 1 1 1 4 1 4 2
Pit 8 2 2 4
Pit 25 3 6 1 3 1 16 5 1 3 2 1 1
不  明 〕 1 1 1 2 1 7
計
7 5 4 2 1
3
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図44 TMl B区 遺構分布図及びビット25
F匙子44 DistributiOn Of features,and plan and crOss section of Pit 25,at Loc.B,TMユ
BC-85P125埋土観察表
遺 構 色 調 しまり 粘 性 備 考
P it25埋土 75YR%tF」 色、シルト 不 良 中 下部に木炭が多い。攪乱付近のためややグライイ嵌?)
(甕〉 (図47-9。 10, 図48-14, 図50-40)4点。 3類に分けられる。
I類 :2点。体部が内湾 し口縁部が外反する。日縁端部は太 く帯状をなす (14・ 40)。
Ⅱ類 :1点。頸部のくびれは弱く、口縁部がゆるやかに外反する (9)。




(郭)(図48-15。 16・ 21,図 49-24・ 25,図50-43～ 46,図51,図 52-62・ 63・ 71・ 73)29点。調整
は内面がコテナデ (注 1)で、底部は回転糸切 り、無調整である。 3類に分けることができる。
I類 :22点。口径が約 12cm、 器高が約3.0～ 3.5cmを 中′いとした一群。大部分は体部がゆるやか
に内湾 し、 日縁部が外反するもの (50～ 58)と 外反 しないもの (15。 16。 19)が ある。ほか
に、器高が低 く体部が直線的で口縁部が外反する皿状の一群 (47～ 50ほか)が ある。口径 ;
55.8%～ 58.8%、 底径 ;24.0%～ 28.0%、 器高 ,17.7%～ 18.8%。
E類 :5点。口径が約 15cm、 器高が約4.5cmを 中心とする一群 (59～ 61・ 62・ 63)。  I類 と同器形
である。口径 ;58.2%～ 60.5%、 底径 ;20.3%～ 23.6%、 器高 ;177%～ 19.7%。
Ⅲ類 :2点。日径が約15cm～ 16cm、 器高が5.Ocm～ 5.5cmの 一群。体部が直線的で口縁部が弱く
外反するもの (25)と 、体部が緩やかに内湾 し口縁部が外反 しないもの (64)が ある。前
者は、他のイ類には見られない器形をなし色調 も異なる。
(高 台付杯)(図 52-67～ 69)3点。体部が欠損 し全体形は不明だが、脚部は「ハ」宇状の高台
をもつ。
(14Nも しくは高台付郭)(図 48-17～ 20。 22,図52-65。 66。 72)8点 。底部がいずれも欠損 して
いる。
(甕)(図47-6・ 7,図 48-13,図 50-41・ 42)5点。全体形の分かるものはないが、色調・器
厚が土師器 とは異なる。 2類に分けられる。
I類 :4点。小形甕で、 口径が約13.Ocm～ 16 0cmの 一群。日縁部が外反するもの (6・ 13・ 42)
と口縁端部が上方へつまみだされているもの (7)が ある。底部は回転糸切 り、無調整で
ある。全体的に器厚が薄い。
Ⅱ類 :1点。体部がふ くらみ口縁部が外反する (41)。
C.須恵器




家 1957)と されてお り、平安時代に位置づけられている。表杉ノ入式の土器については、丹羽
によつて不の器形や器面調整から細分が試み られている (宮城県教育委員会 1981)。 ここでは、
宮前遺跡 (第 2号住居跡)一青木遺跡 (第 21号住居跡)一台ノ山遺跡 (第 8号住居跡)一東山




こうした編年観に留意 して、ここでは土師器・須恵系土器が一括出土 したピッ ト25出土資料
を中′きに検討する。これ らの資料の特徴は、次の 3点に整理できる。(1)須恵系土器が大半を占
め、須恵器は出土 しない。(2)須 恵系土器の中では I類が57%を しめ、他のものより高率である。
(3)イの底部切 り離 し後の腰部は無調整である。こうした特徴をもつ資料は、仙台市安久東遺跡
(第 2号住居跡 ;宮城県教育委員会 1980)、 名取市清水遺跡 (第 9号溝内 1号土坑 ;宮城県教
育委員会 1981)、 仙台市鹿島遺跡 (第 I・ 第 4号土坑 ;宮城県教育委員会 1984)で ある。それ
ぞれの遺跡の器種比率は、安久東遺跡 ;土師器56%。 須恵系土器30%。 須恵器11%、 清水遺跡 ;
土師器48%・ 須恵系土器51%、 鹿島遺跡 ;土師器20%・ 須恵系土器80%で ある。 ピット25は、
土師器33%、 須恵系土器67%である。多賀城跡 (白 鳥 1980)で はE群土器に当たる。
他の遺跡出土イ との器形プロフィール・法量の比較、検討をおこな うと以下の特徴がある(図
45)。 本遺跡の土師器 I類には、安久東遺跡 (器高には幅がある)が類似する。清水遺跡、多賀
城跡 (E群土器)と は、 Ia類 (I類 の中でも器高がやや大きい一群)が類似する。鹿島遺跡
は、器高が小さい。土師器 Ⅱ類では、器高に幅があるものの安久東遺跡が類似する。清水遺跡
も類似する。多賀城跡では、内湾のゆるやかな器形で底部無調整のイの一群が類似する。鹿島











安 久 束 遺 跡 (2号住居) 多 賀 城 跡 (E群土器) 鹿 島 造 跡 (1号  4号土残 )原子核理学研究施設地点(TMl) i青 水 追 跡 (9号溝内 l号土羨)
(Ia・ Ib類 )
須 恵 系 土 器
図45 TMlと他遣跡出土郭の器形 。法量比較図
Fig.45 PrOfiles and capacity of pottery bowls from TM l and other sites
77。 78
・ TMl(P■ 25)
・ TMl(P■ 25以外出土 )




・  ク ( ″ 底部ケズリあるもの)
底 径
62   61   60   59   58   57   56
須恵系土器(不 )
OTMl(P■ 25以外出土)
。i青水遺肋 (9号溝内 1号土羨 )
A安久東追跡(2号住居)
日鹿島進跡(1号・ 4号土羨 )




67   66   65   64   63   62   61   60   59   58   57
口  径
図46 TMlと 他遺跡出土郭の回径・底径・器高比
Fig.46 Rin diameter,bottOm diameter and height





図47 TMl B区 平安時代の遣物 (土師器・須恵系土器〔1〕) M越・Of 10c
Fig.47打ガJ wear and d29 type potteries from LOc.B atTM l(1)
2
藤
13～ 21・ 23(1～ 4層 )
22(P■ 8)
9      1      19Cm
図43 TMl B区 平安時代の遺物 (土師器 。須恵系土器〔2))
Fi3 48最ゅ wear and磁 9 typel potterお s from Loc.B at TM l(2) M遭 .研 10c.
（爆
図49 TMl B区 平安時代の遺物 (土師器・須恵系土器〔3〕 )
Fig,49汀 a,wear and s29 type potteries from LOc,B at TM l(3)
卜lid.of 10c.
24～ 26(3、  4層 )
27～ 36(P■ 25)
‐‥ユ４６彗




図50 TMl B区 平安時代の遺物(上師器・須恵系土器〔4〕 )






0                          10cm
B区 平安時代の遺物 (須恵系土器〔5〕)  47～ 61(P■ 2め




62～ 70、 73(P■ 25)
71、 72  (Pit 8)
0                          10cm
図52 TMl B区 平安時代の遺物 (土師器 。須恵系土器〔6〕 )
Fig.52 rrガJ wear and stte type potteries frOm LOc.B atTM l(6) Mido of 10c.
といえる。また、本遺跡では、 I類が他のものより高率な出土量をもつことから、安久東遺跡
がより類似すると言える。法量比においても同様の結果を得ることができた (図46)。
こうした結果と以下の4点、つまり、(1)安 久東遺跡 (2号住居跡堆積層)では10世紀第 3四
半期 (注 2)に比定される灰釉陶器が出土している、12)多賀城跡E群土器が10世紀前半 (注 3)～
中葉までの年代が与えられている、13)清 水遺跡 (第 9号溝内 1号土坑)出土の土師器・須恵系
土器が、安久東遺跡 (第 2号住居)と 共通した法量・技法 (注 4)を もつことから同年代が与
表21 TMl B区土師器・須恵系土器属性表
Tab.21 Notes onん αデJ wear and d29 歩ダρ9 potteries from LOc.Bat TMl
種別 器 種 残存革
地区、通橘 彦 mm











ロクロナデ ラミガキ 黒色処理 t成良 OSSわ ず力Wこ合t








(夕慟 ク ライ ク
:鰯,五浴鼈ぎξ誓刺、そ暮モ
L B D862層 60 70
ロタロナデ 切離不明
(再調整のため)




廟成やや甘、石実、長石(φ l～ 2fl」 o合 も
)SS多 く含む
5 ナ不 SS B D85 2層 50 黒色処理 ラミガキ 黒色処理 (内)10YRχ 弼灰
(夕慟 ケ χ妄阜lh









7 B D852層 (内 )75YR%明棚
(夕慟 ク %灰 l「J


























焼成やや甘、石英、長石(φ l～ 2mlJ合 む
OSS多 く合t





































ロタロナデ(コ テ) OV R%明 欝局 発成長、石英、長石1054r2411L
結随 粒合む
2卜 1
B D85 2影 29 ロタロナテ 回転系切 ロクロナデ(コ テ) OV R%に ぶい難
暁成長、石英、長石(φ 05～ 2 ml」 含む
OSSわずわHこ合む
'不
類 SS(9 B E85 2思 ロクロナデ(コ テ) υ。:¥晨斃
橙(ッ家著め 暁成やや甘、石英、長石(φ 05～ 1田け合t
OSSわ ず力Чこ合む
B D854層 (内)10Y R/に本い黄糧
ゆ慟 ク % ク
胸成やや甘、石英、長石合も
OSSわ ずかに含む
1 B D854層 (内)5YRχ檜
(タト)  ク




焼成やや甘、石英、長石(φ 05～ l rmII合
む、OSS多 く合む























不明忘台はりつけ 外)ケ  カに奈1(き1_部
売茂甘、石英、長石(φ l～ 2」●含む
ホ色粒合む





1/1J―j(大 きいもの4m耐 組 含む





ロクロすデ(コ テ) 10V R/にぶい悟
5YR%橙倍[分的)































焼成甘 ＼ヽ】社と:石 英、長石(φ l～ 3m耐
合も、OSSわ ずかに含む
36
IOY R・ /黒 (口 緯音F)
焼成甘tゝ 石英、長石(φ l～ 2耐 合む
赤也粒含む、OSSわ ずかに合む
ク(I) 41 33 55
浮ヾ 評牙:蕪F乾 ( 部)
焼炭良、石英、長石(φ lm耐合を
OSSわ ずわHこ含む
























(タト)75YR%黒 Al― 上部 拘成やや甘い、石英(φ l～ 2m耐 合こ
'不 そ3験筆確鬱踏≧ 腕文良、石英(φ l～ 2m耐 含む
掬成良、石英、長石(φ l～ 1箭耐合む
焼成長、石英(φ l～ 2mIJ合 む
OSS多 く含む
ロタロナデ(■常I)












胸成やや甘、石実、長石(φ  lTr」 合む
?OSSわ ず力Чこ含む
























(タト)  ″ 胸成やや甘、石葵、長石(φ 1411合 む
焼炭やや甘、石英(φ ln耐 合む








































掬成や<オ、石英、長石(φ l～ 3m耐 含む
OSSわ ずかに合む
(工具痕)ロ クロナデ 拘成長、石英、長石(φ 05～ 2側→合む






― ― ― ―
警
m
表22 TMl B区 土製品 。金属製品




No. 出土区、遺構、層 名 称 材  質 ξとさ(mm) 幅 (mnI) 厚 (mm) 重 (D 備 考 図 版
l BC-85Pit 25 土  錘 40 7 163 149 87 現形はやや扁平 23-8




0            5 cm
図53 TMl B区 平安時代の遺物 (土錘・紡錘車)と その他の時期の遺物 (金属製品)





Tab.23 Notes on metal materials frOm Loc.B at TMl
No. 出土区、違構、層 名  称 材暫 長 さ (mm) 川冨(mm) 厚 (mm) 重(g) 備 考 図 版
3 BI-85  4層 和  釘 鉄 822) lth面 幅 83 74 先端欠損 88-13
4 BE-84  2層 棒状鉄製品 105 67 32 5 扁平な棒状、非常に羊Jる ヽ
5 B」 -85  4層 釜 具 546) 19 10
6 BE-85  2層 鍬  井 13) 829 47 573 鉾状 の着 緬事[9 12
え られている、14)鹿島遺跡 (第 1・ 第 4土坑)では、本遺跡 にはない小皿が出土 してお り、 こ
れ らの土器群 にはH世紀の年代が与 え られている、な どをもとに考えれば、本遺跡出土資料 は
10世紀 中葉の年代 を推定できる。
側
に)須恵系土器の一部に、底部内面中央部に凸状の高まりが残り巻状に工具痕が見られ (図版231・ 2)、 ユビナ





笹14号窯式 (9世紀第 2四半期～第3四半期)、 折戸10号窯式 (11世紀)(前川 1984)な どである。
(2)斉藤孝正氏 (名 古屋大学)に依頼した小川淳一氏によれば、安久東遺跡出上の灰釉陶器は、猿投窯・美濃
窯における折戸53号窯式の第 2段階、10世紀第3四半期に当たる。
0 白鳥良一氏 (官城県教育委員会)に よれば、E群土器は10世紀前半から中葉までの年代が与えられている
(仙 台市教育委員会 1984山 口遺跡Ⅱ)。
14)報告書のなかで内面の平滑性が記述されていることから、調整にはコテの使用が考えられる。
(大場拓俊 )
d,そ の他 (図53-1・ 2,表22,図版238・ 9)
土錘 1点(1)が ピッ ト25埋土か ら、また、紡錘草 ≧み られ る金属製品(2)が ピッ ト7埋土か ら出
土 している。
④ その他の時期 (不明も含む)の遺物 (図53-3～ 6,表 22,図版2310。 12・ 13)











帯は上幅0。 9cm・ 下幅2.4cm・ 高さ0.8cmを 計る。黒斑は認められない。
この破片以外にも、表面採集されたものの中に埴輪の可能性のある破片が 1点あるが、極め








図55 TMl埴 輪出土地点 (B′区)と 周辺の遺跡
(仙台市文化財分布地図をもとに作成 )















































































参加学生 渋谷孝雄 柳田俊雄 飯島義雄 渡辺伸行 後藤秀一 松井 章 橋本勝雄
阿部朝衛 桑月 鮮 小林和彦 藤原妃敏 大竹成夫吉岡恭平 佐藤則之
阿子島香 佐川正敏
表24 TK調査経過表
Tab.24 1hrork record of daily excavations at TK
1976年 6/7偶 )      グ リ ンド設 定
8ω l        ↓ (終 了) 表 土 除 去
9い |      (そ れ ぞ れ の区 で掘 り込 み 開 始 )
10い |(雨で中止 )
1l④ l(実質作業 1時間のみ)    遺構検出
12(■)                    i
13(日)                      ↓
lЦ月)1                  連 構 掘 り下 げ   実 測 図 (断 面 、平 面 )
子韓|     |  1 写真
1駅01(雨 で 中止 )
獄 |(雨
lFめ






図56 芦ノロ遺跡 (TK)グ リッド配置図
Fig.56 Grids shO、 ving locatiOn Of excavations at TK
ドを呼んだ (図 56)。 調査は、N-10。 12。 14・ 16。 18・ 20,O-15,L-10,M-15。 16,K-9。










平安時代に属するとみられるものである (図 58)。 M15～ 16区では石組炉を伴 う可能性のある竪





a.縄文土器 (図59-1～ 8,図版261～ 8)
36点出土。N-20,N-14区 に多い。時期の分かるものでは、早期の外面縄文
。内面条痕の
土器片 2点 (1・ 2)、 前期大木 2式相当 3点 (3～ 5)、 早期～前期の繊維土器18点 (6)、 中
期大木 9～ 10式 1点 (7)、 後期宮戸Ⅲ b式 1点 (8)が ある。
b.石器 (図60,表25,図版2617～ 22)
38点出土。 1層～ 4層 にわたつて出土 している。石鏃 3点、石匙 3点、スクレ
/Fパー 1点、





ト、玉随、石英安山岩 (す り石 もしくは敲石のみ)な どがある。
1～ 3の うち、 1・ 2の石鏃は縄文前期の石鏃 とみられるが、 3の表採品はこの時期には属
さないものであるう。 2は、湾曲した票1片素材で、一部に火ハジケが観察される。 4・ 5の石
匙は、いずれも基部 (つまみ部)が欠損 している。一側縁が直線的、もう一方は緩やかに湾曲
して先端がやや尖頭状になる。湾由する縁辺は、直線的な縁辺に比し角度が浅く、裏面にも縁
辺にそつて 2次加工が施 されている。ほかにつまみ部の欠損資料が 1点 ある。 6は、石英安山
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図59 TK縄 文・弥生時代の遺物 (土器)   性―――_十~―ゴ
Cm
Fig.59 Pot sherds Of」 Oηοη and rayο J period from TK
発掘区西側の 」-10■ 1区付近で確認された不整形竪穴は、J-11区側のみ若干掘 り下げたが、
いわゆる須恵系土器の窯跡の可能性を持つ遺構である。やや方形状をなし、長軸は3.5m、 短軸
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表25 TK石器属性表             Cm
Tab.25 NOtes on stone tools from TK
図60 TK縄 文時代の遺物 (石器 )
Fig.60 Stone tools of」οηοη periOd from TK
υ
日土区、遊盛 層 名 称 石 材 長 rm 幅 In 軍(刊0 粛 a 剤 版
N■ 6b I 珪質頁岩 40 21 右脚一部矢娼 26--17
2 」司 1 Ⅲ 湾由している 両面に火ハブケ痕
3 二ずい 141 38 (07) 茎部矢損
N-12a T 石 匙 瑳質貰岩 つまみ郎欠損
5 0-15c I (TO) つまみ部、先端部矢損




































a.土 師器 (図62-1～ 8,図65-44?,図版271。 2)
郵破片が多い。ほかに内黒の甕や底径の大きい養底部破片もある。
(不類)(1～ 6)杯には、器高の小さいもの(1)、 棒部が内湾するもの121、 口径が大きく内面に
少々ミガキはあるが黒色処理がなされていないもの9な どがある。高台付イには、内外 ともミ
ガキ≧黒色処理が施 されているもの(5)、 高台の高いもの(6)な どがある。3は椀の可能性 もある。
ぐ斐)17)口 縁部のみ残存。口径より体部径が大きい。
(鉢〉(8)底部は欠損、口縁部は直線的に開く。
b.須恵系土器 (図62-9～ 14,図 63,図64,図 65-40。 41,図版273～ 11)
(小皿 ?)19)口 縁部は欠損 しているが、外へ屈曲して開く。口縁部厚は薄い。
(郭)(10～ 26)
I類 :口 径が約12cm、 器高が約 3 cmの一群。体部がやや内湾 し口縁部が弱く外反するもの (10)
と体部が直線的なもの (11)な どがある。
Ⅱ類 :口 径が約 13cm、 器高が約3.5cmの 一群。体部が直線的で口縁部が外反 しないもの (12～ 14)
と、体部がやや内湾気味で口縁部が外反 し肥厚するもの (15～ 18,20)が ある。後者の中に
は、口径が他のものより大きい (約 14cm)も の(20)も ある。
Ⅲ類 :口 径が約 15cm、 器高が 4 cm～ 4.5cmの 一群。体部が直線的で口縁部が外反 しないもの (19)、
体部が直線的で口縁部が弱く外反するもの (2卜 22)、 体部が弱く内湾 し口縁部が外反するも
の (23～ 25)な どがある。
Ⅳ類 1口 径が約18cm(推定 )、 体部が弱く内湾 し口縁部が外反する(26)。 碗の可能性もある。
(高台付イ)(27～ 39)1点 のみ器形が分か り、これは体部が直線的で口縁部がやや弱く外反す
る0耽 他の資料は体部が欠損 し高台のみが残存する。内面中央には工具痕がみ られやや粗雑な
つ くりのもの (29。 30。 33)も ある。全体的に原子核理学研究施設地点出土資料より高台が高く、
「ハ」字状の高台がより開いている。これ らとは別に高台が非常に高い一群 (皿 ?)が ある (34～
39)。 水挽により高台を引きのばしている。一部に内外面に激 しいロクロの凹凸が残るが、焼成
は良好である。
(甕)(40。 41)40は 口径が約 16cm、 器厚 も薄く小形甕 と思われる。胴部がやや丸みをもち口縁
端部が直立する。41は体部より上半が欠損 しているが、底部は回転糸切 り無調整、底径が小さ
いので小形甕であろう。
(壷 ?)14)頚部のみ残存。胴部の上半にケズ リがみ られる。赤褐色を呈 し、良好に焼き締まっ
ている。須恵系土器、須恵器のいずれ とも判別 しがたい資料である。
C.須恵器 (図65-42。 43, 図版2710・ 11)














③ 須恵系土器14Xの 口径 :底径比は、 1:0.33～ 0.46(平均0.38)で ある。
④ 須恵系土器小皿 (?)が含まれる。
こうした特徴のみられる資料は、多賀城跡 (白 鳥1980)ではF群土器であり、また、鹿島遺
跡 (1号・ 4号土坑 :宮城県教育委員会 1984)な どがあげられる。これらは、年代的には11世
紀に位置づけられている。しかし、高台の非常に高い高台付郭 (皿 ?)は これらの遺跡では出
土していない。ただ、関東地方の千葉市駒形遺跡 (千葉文化財保護協会 1978)や成田市加定地
遺跡 (史館同人ほか編 1983)に 出土例があり、これらは11世紀 。11世紀後半の年代が与えられ
ている。こうした点を考慮すれば、当遺跡の土器の年代は11世紀頃と推定される。
d.その他 (図66,表 27,図版2712～ 19)
土錘 8点が、調査区の北東部の」-10区を中心に出土している。紡錘形のもの (1・ 2)と 、
円筒形のもの (3・ 4)が ある。










9～ 14!須恵系土器 図62 TK平 安時代の遺物 (土師器 。須恵系土諷 1》 性~Tす す→
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図63 TK平安時代の遺物 (須恵系土黒 2》





























































図64 TK平安時代の追物 (須恵系土器・須恵黒 4》
Fig.64 Sαθ type potteries frOm TK     mid.。 f10c._1lc.
Ocm
図65 TK平 安時代の遺物 (須恵系土器 。須恵器 (4))































ロクロ(コ テ)ナ , 力95～ 2価の石英 長石を含む
焼成やや甘力1～ 3mrpl石 英 長石を合む
ロクロ(ユ ビ)ナ デ
ロクロ(ユ ビ9)ナデ 1～ 2mの石英 長石を合む
」-1lIV層
ロタロ(コ テ)ナ デ 焼成やや甘力05～ l mra石 英 長石含む
S多 く合む力1～ 2m紛石英
ロクロ十ユビ),デ 焼炭良力～2ala石英を合む OSS含 む
ロクロ(ナ デ?)ナデ 焼成やや甘″05～ 2mp石英 長石合むOSS多 く合Ⅲ
ロクロ(ユ ビ)ナ デ 馨馨き騨4牝聯争mp破鈴む
焼成やや甘力1～ 2m「 r/石癸を合むα弱合む
05～ 2Mの石笑 長石








婉文良″05～ 2m r石葵合b OSS合む
ロクロ(コ テ)ナ デ やや甘″1～ 2mめ石英 長石含む
焼成長φ lm紛石英を合む OSS多 く合む
やや甘力1～ 2mの石英 長石を含む



















Tab.27 NOtes On clay net sinkers and metal implement from TK
lb 出■区、遺構婦 名  称 長 mrl 幅価n 厚mn 重o 備 考 版
1 K-9Ⅳ層 土  錘 鰯 薪 ″―■8
2 J-1011′ 層 15
3 J―■ll層 円筒形、下半矢損 16
J司 OU層
17
5 M-16Ⅱ 層 金属製品 147 鈴びておりもろい、下半欠損 19
図66 TK平 安時代の遺物 (土錐・金属製品)
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東京 (江戸 )、 大阪などの大消費地を中′心とした城下町・城郭の調査・研究は、文献史料では捉
えきれない数多くの新事実を明らかにしている。この東北地方においてもまた同様である。
こうした近世遺跡の調査に伴い、出土する陶磁器類の数もおびただ しい。これ らの陶磁器類
は、遺跡・遺構の年代 。その変遷、あるいは性格を考える上で、重要な示標 となることは言 う


















代は16世紀末から17世紀初めと考えられている。福島県では、元和 8(1622)年 に名古曾焼 (寛




間 (16881704)に大堀相馬焼を始めている。青森県では平清水三右衛門が元禄 4(1691)年 に
開窯 してお り、元禄年間には宮城県の堤窯・末家窯も始まったとされる。
18世紀後半から19世紀初めになると東北各地に窯が開窯する。この時期の窯の主なものには
文化 3(1806)年 ごろ始まったとされる青森県の悪戸窯、宝永年間 (170411)と される岩手県
の寺町窯、相馬田代窯の技術を修得 して化政年間 (180430)に 始めたといわれる小久慈窯、仙
台の職人によつて享和元 (1801)年に始まったといわれる鍛冶町窯、文化年間 (180418)に 堤
の職人によつて始められたという赤萩窯、秋田県では明和 8(1771)年に大堀相馬の職人によつ
て始められた自岩窯、天明 7(1787)年 これから分派 した寺内窯、寛攻 4(1792)年相馬の職
人を呼び始まったといわれる明王院窯、宮城県では化政年間 (180430)に は始まっていたと思
われる山ノ神窯、明和年間 (176472)以 前には開窯 していたと思われる上の目窯、宝永 5(1708)
年の文書にでてくる白石窯などがある。塩内窯も18世紀まで遡る可能性を残す。山形県では文








岩手県では天保 7年 (1836)に 肥前唐津陶工による山陰窯、秋田県では安政前後ごろに自岩窯、
安政 2(1855)年には寺内窯が始まる。宮城県ではその創始年は確定できないが化政、天保期
には切込窯・三本木窯 。宮床窯・白石窯で磁器生産が始まったと考えられている。山形県では
天保 4(1833)年 に上ノ畑窯、弘化元 (1844)年に天草陶工の指導で平清水窯が始まっている。
福島県の会津本郷窯では寛政12(1800)年 に肥前で技術を修得して始まったとされる。
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△ 東北窯から技術を導入した陶器窯      。 肥前等からの技術で開窯 した陶器窯
口 △の分窯的性格を持つ磁器窯        ▲ .の 分窯的性格を持つ磁器窯
図67 文献による東北諸窯の発生時期 と開窯期における技術導入
TohokuFig。 67 1nitiatiOn Of modern ceramic kilns in the




相馬窯や堤窯のように17世紀に開窯 。発展 し、18世紀には大きな窯業地 としてすでに成立 して
いた窯との技術交流によって成立 したものが多い。特に大堀相馬の技術の移動は著 しく、山形、
秋田県地方の諸窯の開設に大きく関わっている。これに対 し堤窯は、宮城・岩手方面にその技







分窯的性格が強 く、 Ⅱ期の窯が他地域の技術から始まりながら新たに技術を取 り入れてその土
地に即 した製品をつくり出していったのに対 して、これ らのほぼ完成された様式をそのまま受
け継いで生産を行 うものが多い。これ らは製品供給範囲が狭く、在地との関係が密接であり、
その製作器種も主に日常生活用で多種にわたる。またこれ らの発生は、 Ⅱ期が東北圏内均―に











磁器 Ⅱ期は幕末までである。これ らは陶器窯の Ⅱ期 と似て、中核窯の分窯的な存在 と捉える
ことができる。蚕養窯や福良窯のような分窯的な窯の開窯や、 I期成立窯でも、平清水窯 と切
込窯にみられるような技術の交流が行われ、肥前様式からはなれて地方色のでた 日常雑器を作
り出すようになる。 しかしこうした磁器窯の多くは肥前や瀬戸製品に比ベコス トが掛か り、品





























































(ま んざり会 1986)と 福島県の岸窯跡がある (図 69)。 戸長里窯の技術には唐津系 と瀬戸系の
技術がそれぞれにみられ、製品には茶陶類、碗皿、三瓶類、甕、悟鉢などがある (図 70)。 岸窯
の調査では工保年記銘のある陶片が出土 してお り、17世紀半ばには開窯されていたと思われる。
製品には茶陶類や悟鉢など多種多様のものがあり、量産体制で稼働 していたと思われる (伊藤




山神窯跡 (大竹 1982)は、18世紀～19世紀前半をその操業年代として推定 しているもので、
。 陶 器 窯





































































































































































(1)消 費地遺跡 は埋蔵文化財研究会資料 (1990)を 参考とした。
(a陶磁器窯のNoは図67の NOと 一致する。
図69 東北地方の主な近世陶磁器窯 と調査消費地遺跡
Fig.69 Representatlve modern ceramic kilns in the Tohoku
district and their cOnsumer sites
茶碗を主体に1,000点 を越える遺物が出土 している。腰部が折れる茶碗 と椀形で口縁部から胴部
中央部にかけて割菊花文を施 したものなどがある。長井屋窯 (大 竹 1989)は 、福島県浪江町大
堀にあり、当時の大堀相馬諸窯の中′い地域である。出土遺物は 2万点以上あり、その器種 も多

















山形県 戸長里窯 o  5cn
□ 甲
0        5 cm
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図70 調査された陶磁器窯出土資料
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している。これ らは器種ごとに分類され、特徴が示されている (山 内 1989)。 また、近世墓か
ら18世紀 と思われる 「彦之丞」銘碗が出土している。これ ら中平遺跡 。長井屋窯・山神窯は、
18世紀～19世紀にかけて東北の一代窯業地 となった大堀諸窯であり、東北各地や東京から出土
する大堀製品を検討するための示標 となる陶器窯である。三春町担橋窯跡 (三春町教育委員会




県蚕養窯跡があり (図 69)、 東北地方における磁器導入当初、廃窯状況、または明治 。大正期の
東北における弦器生産状況の様相を知るうえで重要である。切込窯は現在西山 。中山 。東山の
3カ 所の窯跡が知 られている。西山工房跡 (芹沢長介 1975)か らは各種陶磁器類 と共に茄紺、
トルコブルー、白を使つた三彩の破片が出土している。また、宮城県岩出山町上ノロ窯産と山
形県の上ノ畑窯産の破片が出土 してお り、平清水窯 とあわせてこれ らの窯に交流があったこと
が知 られる。またこの時期宮城県内では、宮床窯 。三本木窯・白石窯で磁器が生産されてお り、
これ らの窯との交流も考慮 しなければならない。切込中山下の調査 (宮城県教育委員会による
1988年の調査)では、 3期に分けられ、その変遷が明確にな りつつある。今後消費地遺跡の調
査によって、前 。中期の切込製品の消費状態を解明して行 くことも必要である。上ノ畑窯 (尾




く、平戸系三川内の技術を強 く受けているとしている。 3次調査では 「長崎亀国」銘の破片も
出土 している。蚕養窯 (柳 田 1984)は 、会津若松市にある会津本郷窯の分窯であり、この調査












心となる遺跡である。ここでは、I～ V期に分けた うえで陶磁器の年代的様相を考察 してお り、
特にⅢ期における相馬産碗についてはⅣ類に分類 してお り、消費地側からみた相馬製品の編年
が試みられている。仙台城二の丸跡 (東北大学埋蔵文化財調査委員会 1985)で は、江戸末から








にされるものと思われる。八沢要害遺跡 (宮城県教育委員会 1950)は 、堤系橋鉢、大堀、上ノ
目製品と思われるものが出土 している。欠ノ上 I遺跡 (仙台市教育委員会 1985)で は幕末か ら
明治にかけての陶磁器において相馬系窯産の陶器が出土量の 1/3を 占め、ついで堤系、肥前陶
磁の1頁 となる。幕末を前後する仙台圏の陶磁消費状況が示されている。富沢遺跡 (仙 台市教育
委員会 1984)、 中田畑中遺跡 (仙 台市荻育委員会 1984)、 山口遺跡 (仙 台市教育委員会 1984)
は、肥前のほか平清水 。宮床・切込産の可能性のある磁器が出土 している。陶器では、相馬製
品が圧倒的に多く、上ノロ、堤製品も見られる。今泉城遺跡 (仙 台市教育委員会 1983)で は、
18世紀後半～19世紀にかけての東北産陶磁器には、堤 。相馬・平清水・会津本郷・切込などが























ほとんどは、西 日本産かもしくは不明とされることが多い。 しか し、当該期の資料には、もう
一度見直せばその由来を東北の生産地に求めることができる資料 も数多くあると思われる。例
えば、仙台城二の丸出土陶器 (摺鉢)の 中には、近年調査によって明らかになった福島の飯坂
















と推測 した資料が、胎土分析では、山形平清水 (本目馬大堀 とは技術交流あり)産 に近いとのデー
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陶器 6点 と磁器 4点、同県尾花沢市上の畑産の表採磁器11点 、宮城県宮崎町切込の工房跡出土
陶器 6点 。磁器 9点 (注 1)、 同富谷町官床産の表採磁器 4点、及びNM2出 土の陶器16点 、磁
器12点 である。これに、さきに分析結果が報告されたNM2の 試料 (蟹 沢1985)の 中から、肉
眼で産地の特徴をよく示 しているもの20点のデータ (Nc70-90)を 加えた。
分析方法
分析は東北大学教養部蟹沢聡史教授に依頼 し、地学教室で原子吸光法による主化学組成分析
をおこなった。胎土はSi02と A1203が 大部分を占め、それ以外の 6成分 (K20° Na20° CaO・ MgO・
MnOoFeO)を 原子吸光法によって定量 した (表 28)。 詳細な方法は、次節の石川・蟹沢の稿を
参照されたい。
分析結果
6成分中で特徴的な 3成分 (FeO・ K20°Na20)を百分率で求め、産地のグルーピングを試み
た (図 71・ 72)。 さらに多変量解析の主成分分析 (注 2)を試みたが、同様の結果が得られてい
る (図 73)。 文中においては 3成分の比率による分布図を中′きに説明する。
大堀産 ;妬器質陶器は全体的にNa20が少なく、FeOと K20の 間には幅がある。胎土観察では、
黄褐色から白色を呈し、不純物を含まず胎土が密で妬器質である。
表28 胎土分析および地球化学的標準試料の分析結果
Tab.28 Analytical results of ceramics from N�12 and the GS」 geochemical standards
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48～ 52、 58～ 90凶は二の九出土資料
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Fig.71 Percentage of FeO,Na20 and K20 in the ceramics,devided
according tO the place of production.
平清水産 ;陶器 と磁器に大別されるが、陶器 (注 3)は、磁器に近い硬質陶器 (注 4)や妬
器質、あるいは胎土の粒子が粗い陶器の三群に分けられる。磁器は一定のまとまりを示し、他
の産地のものよりNa20が多く、切込産のものよりFeOが 少ない。 1点 (hl)の み他の 1群 よ
りK20の多い試料もある。磁器では、FeOは少量でもNa20と K20の含有量はかな り幅があるた
め、かなり広い範囲にばらつく。硬質陶器はK20が 非常に多く、極端にNa20が 少ない。また、
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第72図 磁器・妬器質陶器 胎土別 3成分比率の分布図 (%) FcO+Na20+K20
Fig.72 Percentage of FeO,Na20 and K20 in the porcelains and




























Fig.73 Scatter diagram Of component l and 2





たは斜長石結晶がみられる住0。 ②はK20がやや多いがFeOと K20と Na20の量がほぼ同じ怖器質
陶器の一群 (14・ 18)で 、肉眼的には胎土が自色で黒色粒子がみられる。③は②よりFeOが少し
多く、Na20がやや少ない陶器の一群 (16・ 17)。 ④は③と同質の胎土であるが、FeOが少なくK




を除き、Na20が 5～ 18%の範囲にはいる。①はFeOが他の産地よりも多く、K20と Na20の量
が少ない一群 (44・ 45。 47)。 これらは胎土観察で赤褐色～褐色を呈し、石英や自色の斜長石を含
む。②は同産地内ではFeOが少なく、自色～褐色の妬器質陶器の一群 (42・ 43)。 ③は②と同質







採掘される (高橋 1977)。 木節系粘土は炉器質陶器の素地と一致する。










切込産 ;陶石と陶土が、地元の湯の倉 ,清水平,桧沢,餓鬼坂 ,相沢,銀の沢などで採掘できる。




















る (注 7)。 工房跡の出土品であるために切込産と断定はできないもののその可能性は強い。分

















数点 しか出土 していない。胎土は大堀産に類似するものの、色が少 し黄色っぱい。胎土分析で
は硬質陶器に近い分析値を持つ生産地資料はない。この皿に対 しては大堀産の指摘 (注 9)が





褐色のものがある。胎土分析結果で もFeOが多 く、切込産品に近い値を示 し、切込産であろ う。
同一器種であ りなが ら灰 白色のものがある。 これ らは平清水産品に近い値 を示すので平清水産
であろ う。そのほかに、平清水産の磁器 と硬質陶器の中間に位置す る一群がある。菊皿の 1点
(50)以外は 口紅の有無に関係な くほ とん ど土瓶 (急須)や小型茶碗 (未分析資料 に同類 の器
種多数あ り)に 限定 され る傾向がある。 これは高台径が小 さく大きな貫入を有す。幕末か ら明
治初期の年代 よ り、頼戸産の可能性が少な くない ものの、硬質陶器に近い値なので平清水産の
可能性 もある。多変量解析では硬質陶器 の一群 に属す る。平清水産 と考えれば器種 を考慮 し、
陶石 と粘土を調合 したものであ り、同産地における磁器の成分に幅があると考え られ る。
まとめ
仙台城二の丸跡第 2次調査地点出土品の資料 は、大部分が切込産や平清水産、大堀産である。
産地を確定できなかった一部の資料 は、量産 され ていた大堀や、磁器窯でもある会津本郷や瀬
戸、肥前の産地資料 を対象 とすれば、ょ り明確に生産地を求め られるである う。また、褐色の
妬器質陶器は各産地に於て同一器種 を中心に生産 されてお り、生産地を明確にす るのが課題で
ある う。
(注 )
(1)1975年 、東北大学文学部考古学研究室の切込西山磁器工房址調査による試料 (芹沢編 1978)c
(2)こ れは多くの変量の値を、できるだけ損失をすくなくし少数の変数に圧縮する方法である。分析結果は、
図73に示した。変数の1～ 6は 、胎上分析結果の表28の成分に対応する。通常は同布値が1以 上iの数値を使













蟹沢聰史 1985「 4コ 台城 との丸跡から出上した陶磁器の化学組成について」『東北大学埋蔵文化財調査年報 1』
pp 162～ 165
1「 賀 孝 1974『切込焼』 雄山開
イf器文化談話会編 1983『座散乱木遺跡調査報告書Ⅲ』
片沢長介編 1978 『宮城県加美郡宮崎町切込西山磁器工房址』東北大学文学部考古学研究室
市橋良 ‐郎 1977 『相馬のやきもの』 福島県図書教材














使用 して行った。試料をカッターで三分 したものの一部をよく水洗 し、釉をつけたまま粉末化
し、他方は釉を削 り取つて素地の部分のみを粉末化 した。これは釉の成分と、釉の影響がどの
程度主成分に影響するのかを知るためである。このようにして調製された粉末試料0.lgを 正確








H20~およびP205の 12成分である。この うち、東北地方の陶磁器の原料 として考えられるもの
は流紋岩、デイサイ トあるいはこれ らの風化変質により生成 した粘土鉱物などであり、これ ら







含まれるのはSi02で あり、次いでA1203で あるが、今回はこれらとTi0 2については分析してい








酸)、 B203(ほ う酸)、 P205(燐酸)、 PbO(酸化鉛)な どであり、これにCaO(石灰)、 A120
























志田層からな り、いずれも軽石質凝灰岩である (通産省資源エネルギー庁1976)。 湯の倉付近に
はデイサィ ト～流紋岩がみられる (庄 司 1954;1957)。 庄司 (1957)に よれば、切込の塩湯鉱
泉付近では永志田層は層厚150cmに達する軽石角礫疑灰岩が著 しく珪化されている。通産省資源
エネルギー庁 (1976)に よれば、魚取沼層中の軽石凝灰岩はモンモ リロナイ ト化が主体である。
切込焼の原料 としてはこれ らのデイサイ ト～流紋岩や軽石質疑灰岩の変質したものが用いられ
たのであろう。Na20<K20で あるが,Na20/K20比 はそれほど多くない。MgOも 1%程度含ま
れ、またFeO*も かな り多いものがある。切込産の陶石および切込焼破片の分析値は古賀 (1974)
によって公表されてお り、砥石沢産陶石はSi02:7855,Ti02:0.10,A1203:12.42,Fe203:
0.22,MnO:0.01,CaO iO.31,Na20:2.27,K20:3.52,灼 熱減量 :1.92%,合計 :99,61%
となってお り、化学組成のみから判断すれば流紋岩質岩石がやや珪化変質したものを用いてい
たようである。また、破片の分析値は個数は 2点であるが、いずれも今回の分析結果の範囲内





村ほか 1981;石 田 1986)。 石田はこれ らを荷坂火山灰流堆積物および柳沢火山灰流堆積物 と改
名 した。いずれもデイサイ ト軽石質であるが、部分的に風化 して粘土化 したものを用いたので
あるう。しかし、分析値を見るとFeO*の含有量には幅があり、特にアルカリの少ないものには
FeO*が 多い。これはディサィ ト質岩石を原料 としたとすると矛盾する。青木 ら (1984)の デー
タによれば、この付近の更新世火砕岩類はSi02'66.37-70.69,A1203:14.44-15.62,FeO*:
4.70-2.90,MgO:1.41-0.60,CaO:4.57-3.23,Na20:4.03-3.80,K20:1.12-1.53%







Tab.29 Mineral composition of ceramics determined by x― ray po、vder diffractiOn
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紀中新世銀山層からなり (北村 1986)、 下部は砂岩、上部は軽石質凝灰岩からなっている。や
はり、疑灰岩の一部の粘土化 したものを採掘 したのであるう。Na20が極端に少なくK20に富ん
でお り、FeO*,MgO,CaOに も乏しい。したがってNa2/K20比は非常に小さく、おそ らく絹
雲母が主成分の粘土、あるいはカ リ長石であろう。上の畑焼の陶石および破片の主化学組成分
析値は上の畑焼復興会 (1982)に よつて発表されてお り、陶石についてはSi02:74.27,A1203:













表29に示す。この結果から石英、クリス トバライ ト、ムライ ト、長石が検出されたが、産地に
よる差異はそれはど顕著ではない。しかし、上の畑、相馬大堀、宮床などの試料ではクリス ト
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Summa呼
This is a report fortwO sites(1.eo NM6 and TA/11)On the campus of TohOku University
excavated by the cOmmission of Buned culturaI Properties on Campusin 1985.A report
on the TK excavated by the Departlnent of Archaeo10gy in 1975 and three articles on
modern ceranlics and pOrcelains are also inv01ved.
NM6 i.e.LOc.60f財 %οタタταγ% (the secOndary citade1 0f Sendai Castle)
Sendai Casde was builtin A.D.1600 by Masα タヮ%%を つαサちthe first,αゲタ%ノο of Sι %,αた力α%
(feudal clan)appointed by the釣 力%ξαttαshOgunate.In 1639, raブ α夕%傷ηιDαチらthe second
'α
″夕9夕ら built the secondary citadel, 、vhich had practically been the center of the
government for the Sι ηttα た力α%for some 250 years.
NM6 is IOcated atthe western edge ofthe W%ο タια7%whiCh is fOHOwed by the siope of
the backyard fOrests.
Two ditches and a basement ofthe outer wan were revealed.正 〉itch Nα l had a dam― hke
stone structure in it.This ditch、 vas buried by natural sedilnents,and finany buried by
trash which include roof tiles of the outer、 vall,wooden parts ofthe outer wan,and other
、vooden trasho Ceranlics and porcelains fron the ditch indicate that this ditch functioned
frona the end Of 16 century to the nliddle of 17 century.These ceramics are products of
F乃力をЪ几猛ケ%α Ka拓2チs%,etc..Frorn its IOcatiOn and age, Ditch Nαl seems to correspond to
one of the twO ditches found on an illustration Of Sendai Castle dra、 vn sometirne near
the end Of the 17 century to the beginning Of the 18 century.
Ditch No2:nay not be an artificial but a natural one.No artifacts were found in it,sO
it cannot be said concretely that this cOrresponds to the other ditch On the illustration.
A basement built On the sIOpe follo、 ved by backyard fOrests,accommOdates a stonewall
outside. A number of roOf tiles On the outer wall came from sedilnents around the
basement.The date Of its estabhshment and dernise is not stated in archaeological
materials,but in referring tO the old illustration,itis imphed thatit was built before 18
century.
Plant remains fronl 正)itch Nol revealed that f10ra of the forest behind彫%οタιαγ
"Were
sirnilar to the present ones,it、 vas cOvered 、vith firs, pine trees,cedars,Japanese Oaks,
evergreen oaks,etc..
Aside frOrn the FVttη θタタια″%remains,a possible pottery kiln Of the 9-1l centuries was
found in the section ofthe slope.It、vas notexcavated but preserved,becauseit was Outside
the cOnstructiOn area.
TMl
lt、vas revealed that an the excavatiOn area had been destructed by construction in
recent tilnes,and that originallayers containingcultural remains haa not been preserved.
However,potsherds Of Early to Middleプ リタηοη stOne tools,力 ″ゲware potteries,s2ι  type
pottenes,and d%ι 、vares、vere taken frorn the surface layer at all the locations.
At Loc.B,rniddle of the 10 century pits were excavated,and in One of these,a nurnber
Of力αテケware and s%ゼ type potteries had been dispOsed.
At Loc.B,fragments Of力 α%ゲ碑αwere found,which suggested the existance of aん α%ゲ切α
productiOn site nearby。
From an the above things,TMl is cOnsidered tO be an extensiOn Of′ ΓK (see below),
and also is Felated to the随 α々%励ιsite thatis a Early tO Middleプ リ吻ο%Settlement 10cated
on a higher terrace,sOuth of TMl.
TK
This site was excavated by the Department of ArchaeO10gy,TOhOku University,in 1976,
before it becOme a cOnstruction site.The purpose of the excavation was to confirna the
date Of the site and its distributiOn Of features.After a trial excavatiOn,it was decided
that this site should be preserved,and each feature was not cOrnpletely excavated.
It was revealed that「 FK was mainly a settlementin the ll century.
A number Of ヵα′ケware potteries and distinctive s夕 ι type pOtteries Of this age were
discovered.As part of its features,a probable pit― dwelling which is accOmpanied by a
rare stOne hearth,a pit、vhich lnight have been a kiln Of dクιtype pottery,and some shallow
pits were confirmed.
Small numbers of potsherds Of lnicial tO Lateヵ紹防 period and Middle to Lateン 物 οゲ
penod,and stOne tools probably dated tO yθ










図版 l NM6全 景と遺構 (Ⅱ 期)























図版 2 NM6発 掘区 と遺構 (I期 )















図版 3 NM6遺 構と現地説明会




















図版 5 NM6陶 磁器 と丸瓦













図版 6 NM6丸 瓦と桟瓦





Pl.7 Wan― pan tles
桟瓦
from NM6
l～ 3 S=1:6 4～ 5 S=1:2
図版 8 NM6桟 瓦、軒丸瓦、軒平瓦ほか
Pl.8 Various roof tles from NM6
9(242)
図版 9 NM6瓦 、金属製品、木製品































5a 書 (ス ギ)の横断面
lA区 全景 (北 から)
8B区西狽1(商から)
図版13 TMl発 掘区全景














3 B ttnt7紡 錘車出土状況 |
4 BttP■ 3
図版14 TMl B区 セクション、遺構、遺物検出状況



















Pl.15 Pits at と。c.B,and explanatiOn of the site
図版16 TMl A区 、 B区縄文時代の上器
Pl.16 Potsherds of」 οηο2 period frOm Loc,A and LOc.B at TMl
ＩＡ Ａ
６
図版17 TMl A区 縄文時代の石器
Pl.17 Stone tOOls frOm Ь c.A at四、11
図版18 TMl A/区、 B区縄文時代の石器
Pl.18 StOne t。 。ls frOm と。c.ハr andとっc.B,at ¶ヽ 41
S=2:3
3 (54)
図版19 TMl B区 縄文時代の石器、 B′ 区埴輪、 B区平安時代の上師器












図版21 TMl B区 平安時代の須恵系土器








図版22 TMl B区 平安時代の須恵系土器






図版23 TMl A・ B区平安時代の遺物、時期不明の金属製品 (2・ 3・ 5は実験品)

































図版25 TK遺 構 と遺物出土状況
Pl.25 Features and close― up of dvθ  type pOtteries at TK
藩駆翻聯嬰聖|:二::孝●転
17
図版26 TK縄 文 と弥生時代の土器・石器
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